
鹿児島大学と地域づくり
第 4 次 垂 水 市 総 合 計 画 策 定 に お け る 連 携 活 動 の 例

特　集

アラムナイ追跡隊

輝 く 鹿 大 生

鹿大見てある紀

鹿 大 へ の 提 言

　
本
学
は
、8
学
部
、10
研
究
科
、学
生
数

約
1
万
2
千
人
の
総
合
大
学
。地
域
社
会

と
の
連
携
を
深
め
、国
際
的
な
学
術
交
流

を
進
め
る
、ま
さ
に
研
究
と
教
育
の
南
の「
知
」

の
拠
点
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
大
学
で
す
。

　
本
号
で
は
地
域
社
会
と
の
連
携
に
注
目

し
、本
学
の
文
化
、学
術
、技
術
な
ど
「
知
」

の
豊
富
な
人
材
が
、垂
水
市
の
地
域
づ
く

り
に
連
携
し
て
い
る
活
動
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。ま
た
、最
近
話
題
の
篤
姫
の
研
究
を

以
前
か
ら
続
け
て
き
た
卒
業
生
や
、篤
姫

ゆ
か
り
の
酵
母
に
よ
る
大
学
ブ
ラ
ン
ド
焼

酎
の
開
発
、地
域
の
防
災
活
動
に
も
取
り

組
む
研
究
者
を
取
り
上
げ
、地
域
と
の
連

携
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
と
と
も
に
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る（
大
学
憲
章
）」
た
め
に
、開
か
れ
た
大

学
と
し
て
広
報
機
能
を
充
実
し
、様
々
な

角
度
か
ら
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

広
報
誌
等
編
集
専
門
部
会
部
会
長

守
田
　
和
夫

鹿大「知」の探検　
野外調査と歴史記録から自然史を解明する
理学部　井村 　介 准教授

鹿大の新たな試み　

鹿児島大学の新しい英語教育
 尚古集成館学芸員　寺尾 美保さん

 萩原 信太郎さん （医学部医学科５年）

 農学部附属農場指宿植物試験場

 （社）鹿児島県工業倶楽部会長　川崎 暢義氏

なんでも情報版｢みみずく｣　

天璋院篤姫ゆかりの酵母による大学ブランド焼酎を開発
ベトナムで国際シンポジウムを開催　ほか

ご感想・ご意見は鹿児島大学広報誌等編集専門部会（総務部総務課広報室 広報・情報公開係）  電話099-285-7035／E-mail  sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jpまで。

〈表紙イラスト〉

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

保護者向け広報紙『鹿大だより』を創刊しました
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記
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　学部生の保護者に向けて鹿児島大学の現状を伝える広報紙、『鹿大だより』を創刊、3月に保護者に送付するとともに、入学式

で配布いたしました。『鹿大だより』は今後も定期的に発行、本学の取組みを保護者の皆さまにお伝えしていきます。

鹿児島湾の成り立ち鹿児島湾の成り立ち

鹿児島大学総合研究博物館長　大木 公彦 教授

第

　

回
1

鹿児島地溝内に存在する４つのカルデラ
（宇宙開発事業団の原図に加筆）

●鹿大と垂水市の地域づくり
鹿大と垂水市が連携して行っている、
垂水市のまちづくり・ひとづくり。平成17
年から始まったこの取り組みは、市民と
市職員による総合計画策定へとつなが
った。鹿大の知見や人材を生かした垂
水市の地域づくりは、鹿大の地域貢献
のあり方を示すモデルとなり得るだろう。
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鹿児島大学は地域に根ざす総合大学として、南九州への地域貢献を活動の柱の一つに掲
げている。そのなかで平成17年から総合計画策定を支援してきた、垂水市との連携が効果を
表し始めてきた。垂水市の実例を通じて、鹿児島大学の地域連携のあり方を展望する。鹿

児
島
大
学
と
地
域
づ
く
り

〜
第
4
次
垂
水
市
総
合
計
画
策
定
に
お
け
る
連
携
活
動
の
例
〜

特

集

　
平
成
19
年
11
月
に
制
定
し
た
大
学
憲

章
で
、鹿
児
島
大
学
は「
地
域
と
と
も
に

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
総
合
大
学
を

め
ざ
す
」と
表
明
し
た
。そ
の
中
の
社
会

貢
献
に
お
い
て
、「
南
九
州
を
中
心
と
す

る
地
域
の
産
業
の
振
興
、医
療
と
福
祉
の

充
実
、環
境
の
保
全
、教
育
・
文
化
の
向
上

な
ど
、地
域
社
会
の
発
展
と
活
性
化
に
貢

献
す
る
」と
し
て
い
る
。

　
国
立
大
学
法
人
化
以
降
、鹿
大
と
鹿
児

島
県
内
の
地
方
自
治
体
と
の
連
携
の
動

き
は
増
え
、平
成
18
年
に
奄
美
市
と
、平

成
19
年
に
は
鹿
児
島
市
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、幅
広
い
分
野
で
相
互
に
連

携
・
協
力
し
、地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。ま
た
徳
之

島
町
と
は
ヘ
ル
シ
ー
ブ
ラ
ン
ド
事
業
を

効
果
的
に
推
進
す
る
連
携
協
定
を
平
成

19
年
に
締
結
す
る
な
ど
、連
携
は
地
域

全
体
に
及
ぶ
も
の
か
ら
、個
別
事
業
に
関

す
る
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。こ
こ
で
は

鹿
大
の
地
域
連
携
の
具
体
例
と
し
て
、垂

水
市
と
の
３
年
以
上
に
わ
た
る
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
い
。

垂
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
公
開
講
座

　
鹿
大
と
垂
水
市
の
連
携
の
き
っ
か
け

は
、平
成
17
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。当
時
、

鹿
児
島
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
が
新
し
い
生
涯
教
育
の
あ
り
方
と

し
て
、大
学
が
地
域
に
入
り
込
み
、地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
公
開
講
座
が
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
た
。一
方
、垂
水
市

は
平
成
16
年
に
合
併
協
議
会
を
離
脱
し
、

合
併
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
模
索

し
て
い
た
。生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
と
垂
水
市
が
出
会
い
、意
気
投
合
し
た

の
が
平
成
17
年
の
こ
と
で
あ
る
。そ
れ

以
来
、同
セ
ン
タ
ー
の
小
栗
有
子
准
教
授

を
中
心
と
し
た
鹿
大
の
教
員
が
講
師
と

な
り
、「
今
後
の
垂
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座
を
行
っ
て
き
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

E
S
D

　
平
成
17
年
か
ら
18
年
に
か
け
て
は
、

公
開
講
座「
垂
水
市
の
将
来
改
革
と
基
本

構
想
」を
実
施
し
た
。一
連
の
講
座
で
、垂

水
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
E
S
D
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
E
S
D
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育（Education for Sustainable 

D
evelopm

ent

）」を
意
味
す
る
略
語
。市

民
や
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、垂
水

市
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
自
ら
克
服
し
、

「
持
続
可
能
な
」新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム

を
具
体
化
・
機
能
さ
せ
る
手
法
や
考
え
方

を
学
び
、育
む
こ
と
を
指
す
。垂
水
市
が

E
S
D
を
取
り
入
れ
、持
続
可
能
な
発
展

を
進
め
て
い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
性
が
、こ
の
公

開
講
座
を
通
し
て
確
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
も「
第
1
回
垂
水
を
語
い
も
ん

そ
会
」（
平
成
17
年
12
月
）、公
開
講
座「
地

域
防
災
マ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
」（
平
成
18

年
7
月
〜
9
月
）、公
開
講
座「
地
域
で
自

然
学
校
を
つ
く
ろ
う
」（
平
成
18
年
12
月

〜
翌
年
2
月
）を
開
催
。鹿
大
の
教
員
が

講
師
と
な
っ
て
、ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
て
き
た
。

総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

協
定
を
締
結

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
を
市
の

総
合
計
画
に
生
か
そ
う
と
、垂
水
市
は「
市

民
と
市
職
員
の
手
作
り
」を
総
合
計
画
づ

く
り
の
方
針
の
一
つ
に
定
め
、平
成
18

年
10
月
、鹿
大
と「
第
4
次
垂
水
市
総
合

計
画
策
定
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
た
。

総
合
計
画
と
は
、今
後
10
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
や
市
政
運
営
の
方
向
性
を
示
し

た
計
画
で
、地
方
自
治
法
第
2
条
第
4
項

に
基
づ
き
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。国
立
大
学
法
人
が
地
域
の
総
合
計
画

策
定
に
関
わ
る
と
い
う
こ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
は
、当
時
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
注
目
が
集
ま
っ
た
。

「第1回垂水を語いもんそ会」の様子。
「自分たちの地域は自分たちで守ろう」
をテーマに市民200名が参加し、活発
な意見交換が行われた。第1部では、
理学部の井村　介准教授が「台風
14号から見えてきたこと」、鹿大生涯
学習教育研究センター長の原口泉
教授が「災害にも負けない先人の知
恵」と題し講演を行った。第2部では、
鹿大の教員と垂水市の振興会長連
絡協議会会長、自主防災組織会長
が参加し、パネルディスカッションが行
われた

平成19年9月17日実施の公開講座「基本計画編II～高齢者福祉～」
の様子（講師：徳田修司教育学部教授）

錦江湾と桜島を目の前に望む
自然豊かな垂水市は、人口が
約18,400人、面積が約162.01
平方キロメートル。市面積の約
2割は鹿大農学部附属高隈演
習林が占める。「水清く 優しさ
わき出る温泉の町 垂水」をまち
の将来像に掲げてまちづくりを
進めており、平成20年10月には
市制施行50周年を迎える。

公開講座「垂水市の将来改革と基本構想」の
様子。小栗有子准教授が講師となり、「地域資
源の再発見」をテーマに意見が交わされた

公開講座「地域で自然学校をつくろう」での炭焼き体験の様子。垂水市立大
野小・中学校の跡地を拠点にした「大野ESD自然学校」では、平成18年から
鹿大と垂水市、大野地区が連携し、環境教育・森林教育を実施している

桜島
▲

垂水市

鹿児島大学

鹿児島大学と地域づくり
特

集

KADAI× Tarumizu

道の駅たるみず「湯っ足り館」の足湯と桜島道の駅たるみず「湯っ足り館」の足湯と桜島
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鹿児島大学は地域に根ざす総合大学として、南九州への地域貢献を活動の柱の一つに掲
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会
い
、意
気
投
合
し
た

の
が
平
成
17
年
の
こ
と
で
あ
る
。そ
れ

以
来
、同
セ
ン
タ
ー
の
小
栗
有
子
准
教
授

を
中
心
と
し
た
鹿
大
の
教
員
が
講
師
と

な
り
、「
今
後
の
垂
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座
を
行
っ
て
き
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

E
S
D

　
平
成
17
年
か
ら
18
年
に
か
け
て
は
、

公
開
講
座「
垂
水
市
の
将
来
改
革
と
基
本

構
想
」を
実
施
し
た
。一
連
の
講
座
で
、垂

水
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
E
S
D
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
E
S
D
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育（Education for Sustainable 

D
evelopm

ent

）」を
意
味
す
る
略
語
。市

民
や
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、垂
水

市
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
自
ら
克
服
し
、

「
持
続
可
能
な
」新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム

を
具
体
化
・
機
能
さ
せ
る
手
法
や
考
え
方

を
学
び
、育
む
こ
と
を
指
す
。垂
水
市
が

E
S
D
を
取
り
入
れ
、持
続
可
能
な
発
展

を
進
め
て
い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
性
が
、こ
の
公

開
講
座
を
通
し
て
確
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
も「
第
1
回
垂
水
を
語
い
も
ん

そ
会
」（
平
成
17
年
12
月
）、公
開
講
座「
地

域
防
災
マ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
」（
平
成
18

年
7
月
〜
9
月
）、公
開
講
座「
地
域
で
自

然
学
校
を
つ
く
ろ
う
」（
平
成
18
年
12
月

〜
翌
年
2
月
）を
開
催
。鹿
大
の
教
員
が

講
師
と
な
っ
て
、ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
て
き
た
。

総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

協
定
を
締
結

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
を
市
の

総
合
計
画
に
生
か
そ
う
と
、垂
水
市
は「
市

民
と
市
職
員
の
手
作
り
」を
総
合
計
画
づ

く
り
の
方
針
の
一
つ
に
定
め
、平
成
18

年
10
月
、鹿
大
と「
第
4
次
垂
水
市
総
合

計
画
策
定
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
た
。

総
合
計
画
と
は
、今
後
10
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
や
市
政
運
営
の
方
向
性
を
示
し

た
計
画
で
、地
方
自
治
法
第
2
条
第
4
項

に
基
づ
き
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。国
立
大
学
法
人
が
地
域
の
総
合
計
画

策
定
に
関
わ
る
と
い
う
こ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
は
、当
時
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
注
目
が
集
ま
っ
た
。

「第1回垂水を語いもんそ会」の様子。
「自分たちの地域は自分たちで守ろう」
をテーマに市民200名が参加し、活発
な意見交換が行われた。第1部では、
理学部の井村　介准教授が「台風
14号から見えてきたこと」、鹿大生涯
学習教育研究センター長の原口泉
教授が「災害にも負けない先人の知
恵」と題し講演を行った。第2部では、
鹿大の教員と垂水市の振興会長連
絡協議会会長、自主防災組織会長
が参加し、パネルディスカッションが行
われた

平成19年9月17日実施の公開講座「基本計画編II～高齢者福祉～」
の様子（講師：徳田修司教育学部教授）

錦江湾と桜島を目の前に望む
自然豊かな垂水市は、人口が
約18,400人、面積が約162.01
平方キロメートル。市面積の約
2割は鹿大農学部附属高隈演
習林が占める。「水清く 優しさ
わき出る温泉の町 垂水」をまち
の将来像に掲げてまちづくりを
進めており、平成20年10月には
市制施行50周年を迎える。

公開講座「垂水市の将来改革と基本構想」の
様子。小栗有子准教授が講師となり、「地域資
源の再発見」をテーマに意見が交わされた

公開講座「地域で自然学校をつくろう」での炭焼き体験の様子。垂水市立大
野小・中学校の跡地を拠点にした「大野ESD自然学校」では、平成18年から
鹿大と垂水市、大野地区が連携し、環境教育・森林教育を実施している

桜島
▲

垂水市

鹿児島大学

鹿児島大学と地域づくり
特

集

KADAI× Tarumizu

道の駅たるみず「湯っ足り館」の足湯と桜島道の駅たるみず「湯っ足り館」の足湯と桜島
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基本構想
まちづくりや市政運営を進めるための基
本的な方向性や考え方。公開講座を
活用して原案を作成

市
民
・
市
職
員
参
加
の

総
合
計
画
づ
く
り

　
総
合
計
画
は
基
本
構
想
、基
本
計
画
、

実
施
計
画
の
三
要
素
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、約
10
年
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
総
合
計
画
づ
く
り
は「
み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
総
合
計
画
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、市
民
と
市
職
員
が
中
心
と
な

っ
て
、総
合
計
画
の
中
の
基
本
構
想
と
基

本
計
画
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。具
体
的
に
は
公
開
講
座
を
活

用
し
て
意
見
を
積
み
上
げ
、そ
こ
か
ら
ま

ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や

考
え
方
を
抽
出
し
、総
合
計
画
に
盛
り
込

む
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。鹿
大
と
垂

水
市
が
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
構
成
す

る
項
目
を
洗
い
出
し
、そ
れ
に
沿
っ
て
鹿

大
が
公
開
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

ん
だ
。講
師
は
テ
ー
マ
ご
と
に
法
文
学
部
、

教
育
学
部
、理
学
部
、工
学
部
、農
学
部
、

水
産
学
部
の
教
員
な
ど
が
担
当
し
た
。

市
民
向
け
と
市
職
員
向
け
の

公
開
講
座
を
開
催

　
公
開
講
座
は
平
成
19
年
3
月
か
ら
１

年
間
に
わ
た
り
、「
基
本
構
想
編
」を
5

回
、「
基
本
計
画
編
」を
12
回
、「
基
本
構

想
策
定
編
」1
回
、「
総
計
活
用
編
」2
回

を
実
施
し
、の
べ
8
3
5
人
の
市
民
・
市

職
員
が
参
加
し
た
。

　「
基
本
構
想
編
」で
は
、地
方
自
治
や
垂

水
市
の
現
状
分
析
、暮
ら
し
の
満
足
度
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
、総
合
計
画
の
核
と
な
る

基
本
構
想
策
定
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
ま
と
め
た
。「
基
本
計
画
編
」で
は「
よ

い
仕
事
環
境
づ
く
り
」、「
よ
い
居
住
環
境
・

自
然
」、「
よ
い
学
び
・
仲
間
・
文
化
」、「
よ

い
行
政
と
住
民
参
加
」と
い
う
四
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が「
林
業
・
水

産
業
・
農
業
」、「
防
災
・
都
市
計
画
・
環
境

保
全
」、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、高
齢
者

福
祉
・
学
校
教
育
」、「
地
方
自
治（
行
政
）・

男
女
共
同
参
画
・
地
方
自
治（
住
民
参
加
）」

に
つ
い
て
垂
水
市
の
も
つ
可
能
性
や
課

題
を
整
理
し
た
。「
基
本
構
想
策
定
編
」

で
は
、「
基
本
構
想
編
」の
成
果
を
基
に

市
職
員
が
作
成
し
た
基
本
構
想
の
素
案

を
受
講
生
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、分
か
り
に

く
い
表
現
や
追
加
し
て
ほ
し
い
点
を
挙

げ
て
い
っ
た
。「
総
計
活
用
編
」で
は
、完

成
し
た
総
合
計
画
を
次
に
ど
う
活
用
す

る
か
を
確
認
し
た
。

　
市
民
向
け
公
開
講
座
と
並
行
し
て
、市

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

市
職
員
向
け
公
開
講
座
も
実
施
。総
合
計

画
策
定
に
必
要
な
知
識
や
能
力
を
高
め

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、垂
水
市
の

現
状
を
知
る
た
め
の
調
査
の
進
め
方
や

統
計
の
活
用
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

公
開
講
座

　
市
民
向
け
公
開
講
座
の
ほ
と
ん
ど
は
、

原
則
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
進
め
ら

れ
た
。市
民
の
意
見
を
引
き
出
し
、活
発

で
建
設
的
な
議
論
が
で
き
る
よ
う
、進
行

役
や
書
記
を
務
め
る
市
職
員
は
事
前
に

市
職
員
向
け
の
公
開
講
座
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
手
法
を
学
ん
だ
。

　
公
開
講
座
で
は
ま
ず
、講
師
に
よ
る
問

題
提
起
の
後
、数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。出
さ

れ
た
意
見
は
付
箋
な
ど
を
活
用
し
て
ま

と
め
、参
加
者
の
意
見
が
一
目
で
理
解
で

き
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
。意
見
交
換

の
後
、書
記
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
結

果
を
発
表
し
、参
加
者
全
体
で
の
情
報
共

有
を
行
う
。最
後
に
講
師
の
講
評
に
よ
り
、

ま
と
め
あ
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
と
っ
た
。小

栗
准
教
授
は「
公
開
講
座
で
重
視
し
た
の

は
、い
か
に
し
て
市
民
と
市
職
員
と
の
対

話
の
場
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
。そ
の

方
法
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
有
効

で
し
た
。利
害
関
係
や
価
値
観
が
異
な
る

中
、地
域
で
一
つ
の
方
向
を
目
指
そ
う
と

す
る
な
ら
、議
論
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

意
見
を
出
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、対
話

を
通
し
て
一
つ
の
方
向
性
を
引
き
出
す

方
法
を
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
」と
言
う
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
公
開
講
座

は
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
志
向
す

る
E
S
D
の
実
践
で
も
あ
る
。今
回
の
総

合
計
画
づ
く
り
は
、垂
水
市
の「
ま
ち
づ

く
り
」の
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、大
学

の
専
門
的
な
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
、対

話
に
よ
っ
て
垂
水
市
の
将
来
像
を
描
き
、

次
の
行
動
に
つ
な
げ
る「
ひ
と
づ
く
り
」

の
役
割
も
果
た
し
た
と
い
え
る
。

議
論
の
成
果
を
ま
と
め
た

提
言
書
を
提
出

　
公
開
講
座
で
得
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
は
提
言
書
に
ま
と
め
ら
れ
、平

成
19
年
8
月
、受
講
生
の
代
表
が
市
長

に
提
出
し
た
。そ
の
後
、提
言
書
や
公
開

講
座
の
報
告
書
を
参
考
に
市
職
員
が
基

本
構
想
の
素
案
を
作
成
し
、素
案
は
市
長

の
諮
問
機
関「
垂
水
市
総
合
開
発
審
議
会
」

（
会
長
神
田
嘉
延
教
育
学
部
教
授
）が
検

討
を
行
っ
た
。同
審
議
会
は
、大
学
教
員

と
い
う
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
意
見
を

求
め
る
垂
水
市
の
要
望
で
設
置
さ
れ
、鹿

大
の
教
員
6
名
、市
民
4
名
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。こ
の
審
議
会
の
答
申
を
基
に
修

正
が
行
わ
れ
、基
本
構
想
案
は
平
成
20

年
3
月
、市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
。

　
基
本
計
画
も
公
開
講
座
の
結
果
を
基

に
市
職
員
が
素
案
を
つ
く
り
、そ
の
素
案

に
対
し
て
市
民
か
ら
の
意
見「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」を
募
集
。そ
の
内
容
を
反

映
さ
せ
、6
月
に
決
定
し
た
。

　
今
回
の
総
合
計
画
づ
く
り
で
は
、実
施

計
画
の
作
成
を
残
す
も
の
の
、市
民
と
行

政（
市
職
員
）の
役
割
分
担
と
信
頼
関
係

の
構
築
の
大
切
さ
や
、9
つ
の
校
区
を
地

域
づ
く
り
の
拠
点
に
す
る
こ
と
な
ど
、「
市

民
と
市
職
員
の
手
作
り
」に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

総合計画の3層構造

基本計画
基本構想を実現させるための政策レベ
ルの計画。策定した基本構想に基づき、
市職員が作成

実施計画
基本計画で示した政策を達成するため
の事業レベルの計画。未着手のため、
これから本格的に作成

垂水市立図書館 勤務

丸山 惠子さん

企画課計画調整係主査

堀留 豊さん（写真右）
企画課地域政策係主査

葛迫 洋さん（写真左）

公開講座受講生 の声

　昭和56年以来、垂水に住んでおり、平成2年からは垂水市立図書

館で司書として働いています。「第1回垂水を語いもんそ会」 に参加し

たとき、総合計画を手づくりする公開講座が開催されるということを

知りました。

　図書館で働いていると市民の方々からいろいろなことを質問され

ます。一市民として感じていることもたくさんありましたので、総合計画

づくりの過程で普段感じていることを垂水市に伝えられたらと思い、

参加を決めました。

　総合計画なんて難しそう、と思っていたのですが、「総合計画という

のは垂水市民が幸せになるために、あなたたちが10年先のことを考

えてつくるんですよ」と鹿大の先生方に教えていただきました。慣れな

い議論をするのは大変でしたが、意見を出し合い、ほかの講座生の

方の考えを知ることができたことは新鮮な体験でした。

　自分たちでつくった総合計画だからこそ、それがどれくらい達成さ

れているのか、自分たちにできることは何なのかを考えていくことが大

切だと思っています。これからは、本の紹介や読み聞かせの会などとい

った仕事を通して、若いお母さんたちの子育て支援ができないか考え

ていきます。今年度実施される公開講座にもぜひ参加したいですね。

　前回の第3次垂水市総合計画では、その策定業務をコンサルタン

ト会社に依頼していました。今回の第4次垂水市総合計画は市職員と

市民が協力してすべてを手作りでやるということで、鹿大の知恵をお

借りすることになりました。私たちがここまでやれたのは、鹿大の先生

方の頑張りがあってこそと思っています。

　公開講座を通してワークショップ特有の意見の引き出し方、時間

の使い方などといった合意形成のプロセスを学ぶことができ、それを

総合計画づくりという市民との実践の場で生かせたことはとても貴重

な経験でした。総合計画という大きな目標に腰がひけてしまった講座

生もいたようなので、もっと生活に身近なテーマを設定して講座生を

飽きさせない工夫も必要だと感じました。

　今後は、総合計画のどの部分を自分たちが担っているのかという

ことを各課で認識し、総合計画を100％活用していきたいと思います。

行政も変わりつつあります。市民の方々にも自分が垂水市のまちづく

りでできることは何なのか、という意識を共有してほしい。平成20年

度の公開講座などを通して、そういう市民の方々のお手伝いをしてい

きたいと考えています。鹿大とは、これからも垂水市を舞台にさまざま

な分野の先生方と連携して新しいビジネスモデルなどが生まれるよ

うな取り組みができればいいですね。

垂水市役所 の声

講師による問題提起／鹿大の教員が垂水
市の現状やデータを提示。受講生が市の課
題を考えていくきっかけをつくる

1

小グループでのディスカッション／グループ
ディスカッションで出された意見を付箋紙など
を使ってまとめる

2

発表／まとまった意見や方向性を他グルー
プと共有する3

講評／講師がまとめを行う4 計
画画
計
画

総
合合
計

総
合
総
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基本構想
まちづくりや市政運営を進めるための基
本的な方向性や考え方。公開講座を
活用して原案を作成

市
民
・
市
職
員
参
加
の

総
合
計
画
づ
く
り

　
総
合
計
画
は
基
本
構
想
、基
本
計
画
、

実
施
計
画
の
三
要
素
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、約
10
年
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
総
合
計
画
づ
く
り
は「
み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
総
合
計
画
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、市
民
と
市
職
員
が
中
心
と
な

っ
て
、総
合
計
画
の
中
の
基
本
構
想
と
基

本
計
画
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。具
体
的
に
は
公
開
講
座
を
活

用
し
て
意
見
を
積
み
上
げ
、そ
こ
か
ら
ま

ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や

考
え
方
を
抽
出
し
、総
合
計
画
に
盛
り
込

む
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。鹿
大
と
垂

水
市
が
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
構
成
す

る
項
目
を
洗
い
出
し
、そ
れ
に
沿
っ
て
鹿

大
が
公
開
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

ん
だ
。講
師
は
テ
ー
マ
ご
と
に
法
文
学
部
、

教
育
学
部
、理
学
部
、工
学
部
、農
学
部
、

水
産
学
部
の
教
員
な
ど
が
担
当
し
た
。

市
民
向
け
と
市
職
員
向
け
の

公
開
講
座
を
開
催

　
公
開
講
座
は
平
成
19
年
3
月
か
ら
１

年
間
に
わ
た
り
、「
基
本
構
想
編
」を
5

回
、「
基
本
計
画
編
」を
12
回
、「
基
本
構

想
策
定
編
」1
回
、「
総
計
活
用
編
」2
回

を
実
施
し
、の
べ
8
3
5
人
の
市
民
・
市

職
員
が
参
加
し
た
。

　「
基
本
構
想
編
」で
は
、地
方
自
治
や
垂

水
市
の
現
状
分
析
、暮
ら
し
の
満
足
度
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
、総
合
計
画
の
核
と
な
る

基
本
構
想
策
定
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
ま
と
め
た
。「
基
本
計
画
編
」で
は「
よ

い
仕
事
環
境
づ
く
り
」、「
よ
い
居
住
環
境
・

自
然
」、「
よ
い
学
び
・
仲
間
・
文
化
」、「
よ

い
行
政
と
住
民
参
加
」と
い
う
四
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が「
林
業
・
水

産
業
・
農
業
」、「
防
災
・
都
市
計
画
・
環
境

保
全
」、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、高
齢
者

福
祉
・
学
校
教
育
」、「
地
方
自
治（
行
政
）・

男
女
共
同
参
画
・
地
方
自
治（
住
民
参
加
）」

に
つ
い
て
垂
水
市
の
も
つ
可
能
性
や
課

題
を
整
理
し
た
。「
基
本
構
想
策
定
編
」

で
は
、「
基
本
構
想
編
」の
成
果
を
基
に

市
職
員
が
作
成
し
た
基
本
構
想
の
素
案

を
受
講
生
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、分
か
り
に

く
い
表
現
や
追
加
し
て
ほ
し
い
点
を
挙

げ
て
い
っ
た
。「
総
計
活
用
編
」で
は
、完

成
し
た
総
合
計
画
を
次
に
ど
う
活
用
す

る
か
を
確
認
し
た
。

　
市
民
向
け
公
開
講
座
と
並
行
し
て
、市

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

市
職
員
向
け
公
開
講
座
も
実
施
。総
合
計

画
策
定
に
必
要
な
知
識
や
能
力
を
高
め

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、垂
水
市
の

現
状
を
知
る
た
め
の
調
査
の
進
め
方
や

統
計
の
活
用
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

公
開
講
座

　
市
民
向
け
公
開
講
座
の
ほ
と
ん
ど
は
、

原
則
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
進
め
ら

れ
た
。市
民
の
意
見
を
引
き
出
し
、活
発

で
建
設
的
な
議
論
が
で
き
る
よ
う
、進
行

役
や
書
記
を
務
め
る
市
職
員
は
事
前
に

市
職
員
向
け
の
公
開
講
座
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
手
法
を
学
ん
だ
。

　
公
開
講
座
で
は
ま
ず
、講
師
に
よ
る
問

題
提
起
の
後
、数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。出
さ

れ
た
意
見
は
付
箋
な
ど
を
活
用
し
て
ま

と
め
、参
加
者
の
意
見
が
一
目
で
理
解
で

き
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
。意
見
交
換

の
後
、書
記
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
結

果
を
発
表
し
、参
加
者
全
体
で
の
情
報
共

有
を
行
う
。最
後
に
講
師
の
講
評
に
よ
り
、

ま
と
め
あ
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
と
っ
た
。小

栗
准
教
授
は「
公
開
講
座
で
重
視
し
た
の

は
、い
か
に
し
て
市
民
と
市
職
員
と
の
対

話
の
場
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
。そ
の

方
法
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
有
効

で
し
た
。利
害
関
係
や
価
値
観
が
異
な
る

中
、地
域
で
一
つ
の
方
向
を
目
指
そ
う
と

す
る
な
ら
、議
論
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

意
見
を
出
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、対
話

を
通
し
て
一
つ
の
方
向
性
を
引
き
出
す

方
法
を
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
」と
言
う
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
公
開
講
座

は
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
志
向
す

る
E
S
D
の
実
践
で
も
あ
る
。今
回
の
総

合
計
画
づ
く
り
は
、垂
水
市
の「
ま
ち
づ

く
り
」の
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、大
学

の
専
門
的
な
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
、対

話
に
よ
っ
て
垂
水
市
の
将
来
像
を
描
き
、

次
の
行
動
に
つ
な
げ
る「
ひ
と
づ
く
り
」

の
役
割
も
果
た
し
た
と
い
え
る
。

議
論
の
成
果
を
ま
と
め
た

提
言
書
を
提
出

　
公
開
講
座
で
得
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
は
提
言
書
に
ま
と
め
ら
れ
、平

成
19
年
8
月
、受
講
生
の
代
表
が
市
長

に
提
出
し
た
。そ
の
後
、提
言
書
や
公
開

講
座
の
報
告
書
を
参
考
に
市
職
員
が
基

本
構
想
の
素
案
を
作
成
し
、素
案
は
市
長

の
諮
問
機
関「
垂
水
市
総
合
開
発
審
議
会
」

（
会
長
神
田
嘉
延
教
育
学
部
教
授
）が
検

討
を
行
っ
た
。同
審
議
会
は
、大
学
教
員

と
い
う
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
意
見
を

求
め
る
垂
水
市
の
要
望
で
設
置
さ
れ
、鹿

大
の
教
員
6
名
、市
民
4
名
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。こ
の
審
議
会
の
答
申
を
基
に
修

正
が
行
わ
れ
、基
本
構
想
案
は
平
成
20

年
3
月
、市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
。

　
基
本
計
画
も
公
開
講
座
の
結
果
を
基

に
市
職
員
が
素
案
を
つ
く
り
、そ
の
素
案

に
対
し
て
市
民
か
ら
の
意
見「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」を
募
集
。そ
の
内
容
を
反

映
さ
せ
、6
月
に
決
定
し
た
。

　
今
回
の
総
合
計
画
づ
く
り
で
は
、実
施

計
画
の
作
成
を
残
す
も
の
の
、市
民
と
行

政（
市
職
員
）の
役
割
分
担
と
信
頼
関
係

の
構
築
の
大
切
さ
や
、9
つ
の
校
区
を
地

域
づ
く
り
の
拠
点
に
す
る
こ
と
な
ど
、「
市

民
と
市
職
員
の
手
作
り
」に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

総合計画の3層構造

基本計画
基本構想を実現させるための政策レベ
ルの計画。策定した基本構想に基づき、
市職員が作成

実施計画
基本計画で示した政策を達成するため
の事業レベルの計画。未着手のため、
これから本格的に作成

垂水市立図書館 勤務

丸山 惠子さん

企画課計画調整係主査

堀留 豊さん（写真右）
企画課地域政策係主査

葛迫 洋さん（写真左）

公開講座受講生 の声

　昭和56年以来、垂水に住んでおり、平成2年からは垂水市立図書

館で司書として働いています。「第1回垂水を語いもんそ会」 に参加し

たとき、総合計画を手づくりする公開講座が開催されるということを

知りました。

　図書館で働いていると市民の方々からいろいろなことを質問され

ます。一市民として感じていることもたくさんありましたので、総合計画

づくりの過程で普段感じていることを垂水市に伝えられたらと思い、

参加を決めました。

　総合計画なんて難しそう、と思っていたのですが、「総合計画という

のは垂水市民が幸せになるために、あなたたちが10年先のことを考

えてつくるんですよ」と鹿大の先生方に教えていただきました。慣れな

い議論をするのは大変でしたが、意見を出し合い、ほかの講座生の

方の考えを知ることができたことは新鮮な体験でした。

　自分たちでつくった総合計画だからこそ、それがどれくらい達成さ

れているのか、自分たちにできることは何なのかを考えていくことが大

切だと思っています。これからは、本の紹介や読み聞かせの会などとい

った仕事を通して、若いお母さんたちの子育て支援ができないか考え

ていきます。今年度実施される公開講座にもぜひ参加したいですね。

　前回の第3次垂水市総合計画では、その策定業務をコンサルタン

ト会社に依頼していました。今回の第4次垂水市総合計画は市職員と

市民が協力してすべてを手作りでやるということで、鹿大の知恵をお

借りすることになりました。私たちがここまでやれたのは、鹿大の先生

方の頑張りがあってこそと思っています。

　公開講座を通してワークショップ特有の意見の引き出し方、時間

の使い方などといった合意形成のプロセスを学ぶことができ、それを

総合計画づくりという市民との実践の場で生かせたことはとても貴重

な経験でした。総合計画という大きな目標に腰がひけてしまった講座

生もいたようなので、もっと生活に身近なテーマを設定して講座生を

飽きさせない工夫も必要だと感じました。

　今後は、総合計画のどの部分を自分たちが担っているのかという

ことを各課で認識し、総合計画を100％活用していきたいと思います。

行政も変わりつつあります。市民の方々にも自分が垂水市のまちづく

りでできることは何なのか、という意識を共有してほしい。平成20年

度の公開講座などを通して、そういう市民の方々のお手伝いをしてい

きたいと考えています。鹿大とは、これからも垂水市を舞台にさまざま

な分野の先生方と連携して新しいビジネスモデルなどが生まれるよ

うな取り組みができればいいですね。

垂水市役所 の声

講師による問題提起／鹿大の教員が垂水
市の現状やデータを提示。受講生が市の課
題を考えていくきっかけをつくる

1

小グループでのディスカッション／グループ
ディスカッションで出された意見を付箋紙など
を使ってまとめる

2

発表／まとまった意見や方向性を他グルー
プと共有する3

講評／講師がまとめを行う4 計
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総
合
計
画
づ
く
り
か
ら

実
際
の
ま
ち
づ
く
り
へ

　
次
は
、総
合
計
画
を
実
行
段
階
に
移
し
、

実
際
の
垂
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。そ
の
た

め
、平
成
20
年
度
は
公
開
講
座
の
性
格
を
、

「
大
学
主
導
」か
ら「
地
元
主
導
」へ
と
変

化
さ
せ
た
。　

　
そ
の
一
つ
が
、公
民
館
長
な
ど
の
地
域

リ
ー
ダ
ー
や
市
職
員
向
け
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
形
式
公
開
講
座
だ
。公
開
講
座「
総
合

計
画
と
行
政
改
革
」で
は
、市
役
所
内
の

各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
課
題

に
つ
い
て
、文
献
の
読
解
、地
域
の
調
査

を
行
い
な
が
ら
情
報
を
共
有
。総
合
計
画

で
学
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
も

活
用
し
な
が
ら
、市
職
員
が
学
習
課
題
や

学
習
計
画
を
立
て
、大
学
側
が
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。公
開
講
座「
地
元
学
と
地

域
づ
く
り
」で
は
、垂
水
市
内
で
も
地
域

に
よ
っ
て
課
題
が
異
な
る
こ
と
に
注
目

し
、市
内
の
9
つ
の
校
区
ご
と
に
校
区

の
現
状
を
把
握
し
、校
区
内
の
市
民
が
自

ら
課
題
解
決
を
目
指
す
。具
体
的
に
は「
地

元
学
」の
提
唱
者
、吉
本
哲
郎
氏
の
思
想

と
手
法
を
体
験
し
、地
元
主
導
の
ま
ち
づ

く
り
の
進
め
方
を
学
ぶ
。公
開
講
座「
垂

水
の
ま
ち
づ
く
り
と
E
S
D
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」で
は
、道
の
駅
や
猿
ヶ
城
渓
谷
、大
野

E
S
D
自
然
学
校
、漁
協
と
い
っ
た
既
存

の
観
光
拠
点
や
施
設
を
ど
う
組
み
合
わ

せ
、垂
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
る
。

　
市
民
を
対
象
と
し
た
自
由
提
案
型
公

開
講
座
も
開
講
す
る
。9
つ
の
校
区
単
位

で
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
て
学
び
た
い

テ
ー
マ
を
決
定
し
、そ
れ
に
応
じ
て
鹿
大

と
垂
水
市
が
講
師
の
紹
介
や
学
び
の
場

の
提
供
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、市
民
の

主
体
性
を
尊
重
し
た
内
容
が
特
徴
だ
。

市
民
・
市
職
員
の
主
体
性
を

育
む
公
開
講
座

　
ど
の
公
開
講
座
も
、市
役
所
内
や
校
区

内
と
い
っ
た
よ
り
具
体
的
な
現
場
で
身

近
な
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
け
る
よ

う
、具
体
的
な
テ
ー
マ
の
設
定
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。平
成
20
年
度
の
公
開
講

座
は
、総
合
計
画
づ
く
り
を
き
っ
か
け
に

E
S
D
の
手
法
を
学
ん
だ
市
民
や
市
職

員
が
中
心
と
な
り
、自
ら
の
力
で
対
話
型

学
習
が
で
き
る
態
勢
が
整
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。「
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
に
い

て
責
任
を
負
う
の
は
彼
ら
自
身
。彼
ら
が

ど
う
し
た
い
か
、そ
の
た
め
に
大
学
を
ど

う
使
う
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
、公
開

講
座
を
通
し
て
主
体
性
を
高
め
て
い
っ

て
ほ
し
い
。E
S
D
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、

鹿
大
と
し
て
も
市
民
や
市
職
員
の
方
々

が
本
気
に
な
れ
る
よ
う
な
講
座
へ
進
化

さ
せ
て
い
き
た
い
」と
小
栗
准
教
授
。

　
鹿
大
と
垂
水
市
と
の
二
人
三
脚
に
よ

る
垂
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

は
、ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

鹿児島大学と地域づくり
特
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KADAI× Tarumizu

鹿
大
が
進
め
る
新
し
い

地
域
貢
献
の
あ
り
方

　
垂
水
市
と
の
取
り
組
み
は
、鹿
大
の
さ

ま
ざ
ま
な
学
部
の
教
員
が
、垂
水
市
に
出

向
い
て
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
掘
り
下
げ
、地

域
と
と
も
に
解
決
策
を
考
え
る
と
い
う
、

公
開
講
座
の
新
形
式
で
あ
る
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
を
目
的
と
す

る
地
域
貢
献
の
実
践
モ
デ
ル
で
あ
る
。地

方
自
治
の
重
要
性
が
増
す
な
か
、大
学
が

地
域
社
会
と
連
携
し
、地
域
の
ま
ち
づ
く

り
・
ひ
と
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
い
う
貢

献
は
、今
後
ま
す
ま
す
社
会
か
ら
の
要
請

が
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鹿
大
は
自
治
体
だ
け
で
な
く
、地
域
と

連
携
し
て「
焼
酎
学
講
座
」「
か
ご
し
ま
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」な
ど
、独
自

の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ

て
き
た
。8
学
部
10
大
学
院
研
究
科
を

擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
の
知
見
と
マ

ン
パ
ワ
ー
を
活
用
す
れ
ば
、さ
ら
な
る
地

域
貢
献
は
十
分
可
能
で
あ
る
。そ
の
た
め

に
は
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
大
学
の

総
合
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
、そ
れ
を
動
か
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
力
が
不
可
欠
。鹿
大
は
本
年
度
、大
学

憲
章
に
基
づ
き
、「
地
域
社
会
の
発
展
と

活
性
化
の
た
め
の
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。今
後
の
取
り
組

み
に
、期
待
と
と
も
に
真
価
が
問
わ
れ
る

段
階
に
来
て
い
る
。

鹿大と地域自治体との連携協定締結状況

鹿大が地域に及ぼす経済効果
～生産誘発効果867億円、雇用創出数7975人～

鹿大の地域連携事業

鹿児島市との協定締結式

かごしまルネッサンスアカデミーの講義風景

　鹿大と協定を結んでいる他の地域自治体との連携内容を紹介する。

【奄美市との包括連携協定】
　鹿大と地域自治体との連携協定締結第一号は、平成18年3月に旧名瀬市（現在の奄美市）

と結んだ包括連携協定。協定では、教育・文化、産業、環境、医療・保健・福祉、まちづくりなどの

分野で連携・協力し、相互発展に寄与することとしている。

【鹿児島市との包括連携協定】
　鹿大は、鹿児島市のまちづくりにおいて大学の知的資源や多面的な機能などを活用し、幅

広い分野で相互に協力連携することにより地域社会の発展に寄与することを目的として、平成

19年11月30日、鹿児島市との包括連携協定を締結した。今後は、鹿児島市のまちづくりにお

ける政策課題等に関する調査・研究、まちづくりを支える人材の育成や活用、市との共催によ

るイベント等の開催や市民に開かれた大学としての環境づくりなどにおける連携協力を推進

していく予定となっている。

【徳之島町との連携協定】
　平成19年11月19日、鹿大は徳之島町と連携協定を締結した。 徳之島町が地場産品発掘・

ブランド化プロジェクトの一環として計画している「ヘルシーブランド事業」を効果的に推進し、

地域社会の活性化や人材育成へ寄与することを目的としている。

　鹿児島大学には地域と連携して行われている事業がある。代表的なものは、鹿大と鹿児島県、

鹿児島県酒造組合が連携し、平成19年度から本格開講した寄附講座「焼酎学講座」が挙げら

れる。地元産業界・自治体との連携によって、鹿大が地域の伝統的な産業を担う人材を育成

する地域の「ひとづくり」を担う好例と言える。

　平成18年に開講した「かごしまルネッサンスアカデミー」は鹿児島県や民間企業と協働で、

鹿児島県の食品産業や関連する業界、ひいては鹿児島県全体の活性化を目指した新しい人

材育成プログラムである。

　平成16年には大学院人文科学研究科が旧名瀬市（現在の奄美市）の強い要望を受け、「奄

美サテライト教室」を開講した。同教室で開講される講義は大学院の正規の授業として単位

認定される。平成19年度からは徳之島町で「奄美サテライト教室徳之島分室」による授業も始

まっている。

　平成20年3月11日、鹿大は記者会見を開き、「鹿児島大学の地域社会に及ぼす経済

効果分析調査」の結果を発表した。

　2006年度に鹿大が鹿児島県に与えた経済効果は生産誘発効果が867億円、雇用創

出数が7975人。この分析調査は、本学が鹿児島県地域経済研究所に依頼し、同研究所

が2005年度のデータを使用して、産業連関分析によって実施したもの。鹿大が「安定的

かつ持続的に鹿児島県に経済効果をもたらしている」ことが明らかとなった。

記者会見の様子

公開講座「地元学と地域づくり」の様子（会場 大野ESD自然学校、6月3日・4日開催）

6月3日 6月4日

講義　　
「地元学」について、講師の吉本
氏による講義があった。20名の受
講生に加え、鹿大の教員も参加。
「地元学」の手法を使って大野地
区のことを調べ、発見した地域の
資産をどう活用するかを考えるとい
う課題が与えられた

絵地図作成
各受講生がテーマごとに調査した
写真や情報をまとめた大野地区の
絵地図を作成。作業は午後９時半
まで続いた。写真は受講生・迫田
和文さんの作業風景。テーマは「共
同する大野の祭りと行事～大野
の暮らしの楽しみ～」

　　調査
受講生がそれぞれのテーマに分か
れて調査を開始。榎園雅司さん（左）
と篠原彰治さん（右）は「元気がで
る裏山（山菜園）」をテーマに、内田
一己さん宅を訪問して話を聞いた

まとめ　　
生涯学習教育研究セン
ターの小栗有子准教授
によるまとめ

各受講生が調査して得
た情報を、大野地区でど
う活用できるかのアイデ
アをまとめた

　　発表会
前日の調査で驚いたこと、気づい
たことなどについて、２分程度にま
とめて発表した。写真は受講生・
前田康晴さんの発表風景。テーマ
は「三人の女性達の作るおいしさ
を届けます～大野に今あるものに
気持ちを添えて～」
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鹿児島県酒造組合が連携し、平成19年度から本格開講した寄附講座「焼酎学講座」が挙げら

れる。地元産業界・自治体との連携によって、鹿大が地域の伝統的な産業を担う人材を育成

する地域の「ひとづくり」を担う好例と言える。

　平成18年に開講した「かごしまルネッサンスアカデミー」は鹿児島県や民間企業と協働で、

鹿児島県の食品産業や関連する業界、ひいては鹿児島県全体の活性化を目指した新しい人

材育成プログラムである。

　平成16年には大学院人文科学研究科が旧名瀬市（現在の奄美市）の強い要望を受け、「奄

美サテライト教室」を開講した。同教室で開講される講義は大学院の正規の授業として単位

認定される。平成19年度からは徳之島町で「奄美サテライト教室徳之島分室」による授業も始

まっている。

　平成20年3月11日、鹿大は記者会見を開き、「鹿児島大学の地域社会に及ぼす経済

効果分析調査」の結果を発表した。

　2006年度に鹿大が鹿児島県に与えた経済効果は生産誘発効果が867億円、雇用創

出数が7975人。この分析調査は、本学が鹿児島県地域経済研究所に依頼し、同研究所

が2005年度のデータを使用して、産業連関分析によって実施したもの。鹿大が「安定的

かつ持続的に鹿児島県に経済効果をもたらしている」ことが明らかとなった。

記者会見の様子

公開講座「地元学と地域づくり」の様子（会場 大野ESD自然学校、6月3日・4日開催）

6月3日 6月4日

講義　　
「地元学」について、講師の吉本
氏による講義があった。20名の受
講生に加え、鹿大の教員も参加。
「地元学」の手法を使って大野地
区のことを調べ、発見した地域の
資産をどう活用するかを考えるとい
う課題が与えられた

絵地図作成
各受講生がテーマごとに調査した
写真や情報をまとめた大野地区の
絵地図を作成。作業は午後９時半
まで続いた。写真は受講生・迫田
和文さんの作業風景。テーマは「共
同する大野の祭りと行事～大野
の暮らしの楽しみ～」

　　調査
受講生がそれぞれのテーマに分か
れて調査を開始。榎園雅司さん（左）
と篠原彰治さん（右）は「元気がで
る裏山（山菜園）」をテーマに、内田
一己さん宅を訪問して話を聞いた

まとめ　　
生涯学習教育研究セン
ターの小栗有子准教授
によるまとめ

各受講生が調査して得
た情報を、大野地区でど
う活用できるかのアイデ
アをまとめた

　　発表会
前日の調査で驚いたこと、気づい
たことなどについて、２分程度にま
とめて発表した。写真は受講生・
前田康晴さんの発表風景。テーマ
は「三人の女性達の作るおいしさ
を届けます～大野に今あるものに
気持ちを添えて～」
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垂水市で行われた公開講座「防災マ
ップをつくろう」の様子。井村准教授
は住民とともに現地を歩き、実際に役
立つ防災マップづくりを指導した

研究室の学生とフィールドワークを行う井村准教授。「どんな手法を使えば
目の前の壁を超えていけるか、自分で考えられる学生になってほしい」

理学部地球環境科学科 准教授

いむら・りゅうすけ／昭和39年大阪府生まれ。昭和62年鹿児島大学理学部地学科卒業。平成
元年同大大学院理学研究科地学専攻修了。鹿大時代は霧島山の噴火史を研究。平成5年3月東
京都立大学（現・首都大学東京）大学院理学研究科博士課程地理学専攻修了。通産省地質調査
所（現・産業技術総合研究所）特別研究員として阪神大震災時、全国の活断層の調査を担当。「兵
庫県南部地震の緊急研究および兵庫県南部の沖積地盤・山麓斜面に関する斜面災害等調査」
により平成7年度地質調査所所長賞を受賞。平成8年4月鹿児島大学講師に就任。平成11年2
月より現職。専門は第四紀地質学、火山地質学、地震地質学。国土交通省九州地方整備局の道
路防災ドクター、農林水産省九州農政局の特殊土壌検討委員会委員、九州地区総合防災・環
境ネットワ ク委員、鹿児島県土砂災害対策アドバイザ 、霧島市ジオパ クアドバイザ 。境ネットワーク委員 鹿児島県土砂災害対策アドバイザー 霧島市ジオパークアドバイザー

村
　
介
准
教
授
の
専
門
は
第

四
紀
地
質
学
で
あ
る
。「
第
四

紀
」は
46
億
年
に
及
ぶ
地
球
史
の
中
の「
現

代
」に
相
当
し
、約
2
0
0
万
年
前
か
ら

現
在
も
続
く
時
代
を
指
す
。井
村
准
教

授
は
地
形
や
地
層
を
調
べ
、南
九
州
の
自

然
環
境
の
変
遷
、「
自
然
史
」の
解
明
を

目
指
し
て
い
る
。「
普
段
見
て
い
る
風
景

を
科
学
的
裏
づ
け
を
持
っ
て
説
明
し
た
い
」

と
言
う
井
村
准
教
授
の
書
棚
に
は
専
門

外
の
書
物
も
数
多
く
並
ぶ
。「
自
然
現
象

は
、し
ば
し
ば
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

自
然
史
の
解
明
は
知
的
好
奇
心
を
満
た

す
だ
け
で
な
く
、防
災
の
観
点
か
ら
も
重

要
。そ
の
た
め
、一
般
の
人
に
自
然
史
を

理
解
し
て
も
ら
う
活
動
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
井
村
准
教
授
。そ
し
て「
自
然
史
解
明

の
た
め
に
は
、野
外
調
査
や
分
析
機
器
に

よ
る
研
究
だ
け
で
な
く
、歴
史
記
録
の
研

究
も
重
要
で
す
」と
語
る
。

野
外
調
査
と
史
料
分
析
で

災
害
を
検
証

　
井
村
准
教
授
が
歴
史
記
録
の
研
究
を

行
う
の
は
、自
然
現
象
を
地
球
科
学
的

な
手
法
だ
け
で
再
現
す
る
の
に
限
界
が

あ
る
か
ら
だ
。「
地
層
の
重
な
り
方
で
現

象
の
発
生
順
序
は
分
か
る
が
、そ
れ
が

ど
の
く
ら
い
続
き
、い
つ
収
ま
っ
た
か
は

分
か
ら
な
い
。歴
史
記
録
は
そ
れ
を
補
っ

て
く
れ
ま
す
」と
井
村
准
教
授
は
言
う
。

　
地
球
科
学
的
な
手
法
で
得
ら
れ
た
成

果
に
先
人
が
残
し
た
情
報
を
加
え
る
と
、

過
去
の
現
象
を
人
間
の
時
間
・
空
間
ス
ケ

ー
ル
で
復
元
で
き
、将
来
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
災
害
の
規
模
や
頻
度
な
ど
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。過
去
の
自
然
現
象

を
定
量
的
に
復
元
し
て
初
め
て
、自
然
史

の
研
究
は
防
災
に
貢
献
で
き
る
の
だ
。「
野

外
調
査
と
史
料
分
析
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事

で
す
」と
井
村
准
教
授
は
強
調
す
る
。

『
平
家
物
語
』か
ら
読
み
解
く

霧
島
山
噴
火

　
平
成
19
年
11
月
、井
村
准
教
授
は『
平

家
物
語
』の
異
本『
長
門
本
』に
記
述
さ

れ
て
い
る
霧
島
山
の
噴
火
が
、定
説
と
さ

れ
て
き
た
9
4
5
年
の
噴
火
で
は
な
く
、

1
2
3
5
年
の
噴
火
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
国
際
会
議
で
発
表
し
た
。

　
長
門
本
に
は
、霧
島
山
噴
火
の
様
子

が
事
細
か
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
大
山
震
動
し
て
、岩
崩
れ
、猛
火
も
え

上
が
り
て
、こ
と
に
煙
う
ず
ま
き
て
、

暫
ば
か
り
し
て
、ま
わ
り
一
、二
丈
そ
の

た
け
十
余
丈
ば
か
り
あ
る
大
蛇
の
、角

は
か
れ
木
の
如
く
お
ほ
ひ
か
か
り
、ま

な
こ
は
日
月
の
如
く
輝
き
て
、
大
に
い

か
る
様
に
て
出
来
給
ふ
」

　
こ
の
文
章
を
火
山
学
的
に
解
釈
す
る

と
、「
地
震
と
と
も
に
噴
火
し
て
、す
ぐ
に

火
砕
流
が
発
生
し
た
。そ
し
て
、し
ば
ら

く
し
て
か
ら
溶
岩
が
流
れ
出
た
」と
な
る
。

こ
の
内
容
は
、地
層
の
重
な
り
か
ら
推
定

さ
れ
る
噴
火
の
推
移
と
一
致
す
る
上
、噴

火
開
始
か
ら
溶
岩
流
出
ま
で
の
間
に「
す

ぐ
」で
も「
1
日
後
」で
も
な
い「
し
ば
ら
く
」

の
時
間
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

「
噴
火
を
実
際
に
目
撃
し
た
人
物
か
、そ

の
人
か
ら
情
報
が
も
ら
え
る
よ
う
な
人

物
で
な
け
れ
ば
、こ
れ
ほ
ど
正
確
な
表
現

は
で
き
な
い
。長
門
本
が
書
か
れ
た
の
は
、

霧
島
山
の
溶
岩
流
出
が
あ
っ
た
直
後
と

考
え
ま
し
た
」と
井
村
准
教
授
は
言
う
。

　
長
門
本
の
噴
火
記
事
は
、『
日
本
噴
火

志
』な
ど
の
資
料
を
根
拠
に
、長
年
、

9
4
5
年
の
噴
火
を
指
す
と
さ
れ
て
き

た
。し
か
し
、日
本
噴
火
志
の
年
代
根
拠

と
さ
れ
た
薩
摩
藩
の
学
者
が
編
纂
し
た

本『
襲
山
考
』に
年
代
を
示
す
記
述
は
な

く
、9
4
5
年
の
噴
火
と
す
る
根
拠
は
何

も
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
一
方
、有
史
以
降
に
霧
島
山
で
起
こ
っ

た
溶
岩
流
を
伴
う
噴
火
は
、地
質
調
査

か
ら
複
数
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。噴
火
の

記
述
内
容
や
時
代
背
景
か
ら
、長
門
本
の

記
事
は
1
2
3
5
年
の
御
鉢
噴
火
を
記

述
し
た
も
の
と
判
断
で
き
、長
門
本
成
立

は
そ
れ
以
降
の
数
十
年
の
間
と
考
え
ら

れ
る
。さ
ら
に
、長
門
本
が
こ
の
時
期
に

成
立
す
る
た
め
に
は
原
本
の
平
家
物
語

は
こ
の
頃
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
結

論
づ
け
た
。井
村
准
教
授
が
独
学
で
到
達

し
た
こ
の
結
論
は
長
門
本
研
究
者
の
最

新
の
研
究
成
果
と
も
矛
盾
が
な
く
、日

本
を
代
表
す
る
古
典
文
学
の
成
立
時
期

に
制
約
条
件
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、平
家

物
語
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

防
災
・
自
然
科
学
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
し
て

　
井
村
准
教
授
は
、地
質
調
査
所
勤
務

時
代
の
阪
神
大
震
災
に
関
す
る
調
査
や
、

鹿
児
島
県
内
の
災
害
現
場
の
調
査
を
通

じ
、研
究
成
果
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
言
う
。

そ
の
た
め
、講
演
会
や
自
然
観
察
会
の

講
師
を
積
極
的
に
引
き
受
け
、自
然
科

学
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る「
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
」で
あ
ろ
う
と
努
め
て
き
た
。「
専

門
知
識
を
持
つ
人
間
が『
自
分
の
命
は

自
分
で
守
れ
』と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

研
究
者
は
そ
の
成
果
を
一
般
の
人
に
役

立
つ
知
識
と
し
て
伝
え
る
努
力
を
し
て

き
た
か
、と
自
問
自
答
し
ま
し
た
。防
災

に
限
ら
ず
自
然
科
学
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
私
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
井
村
准
教
授
は
言
う
。

　
今
後
は
、災
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域

で
過
去
の
災
害
履
歴
を
明
ら
か
に
す
る

研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。過
去

数
十
年
間
の
デ
ー
タ
で
明
日
の
天
気
を

予
測
す
る
の
と
同
じ
で
、過
去
一
万
年
分

の
災
害
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、こ
れ
か
ら
百

年
単
位
の
災
害
予
測
が
で
き
る
。「
防
災

の
研
究
は
人
々
の
財
産
、生
命
が
守
ら
れ

て
初
め
て
完
結
す
る
。住
民
目
線
に
立
っ

た
啓
発
活
動
を
行
い
な
が
ら
、科
学
的
裏

付
け
も
地
道
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

野
外
調
査
と
歴
史
記
録
か
ら

自
然
史
を
解
明
す
る

南
九
州
の
自
然
史
を
研
究
す
る
理
学
部
地
球
環
境
科
学
科
の
井
村
　
介
准
教
授
。

野
外
調
査
や
室
内
実
験
だ
け
で
な
く
、史
料
な
ど
も
活
用
し
て
研
究
を
行
っ
て
い

る
。そ
の
傍
ら
、防
災
や
地
震
･
火
山
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
、自
然
観
察
会
な
ど

に
講
師
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
、自
然
科
学
や
防
災
に
関
す
る
知
識
を
一
般
の

人
々
に
も
伝
え
て
い
る
。

＊2 インタープリター
自然体験・観察などを通して、自然現象やその背後にある
意味や関係性を読み解き、人々に分かりやすく伝えること
ができる人のこと。

＊1 長門本
山口県下関市の赤間神宮に伝わる『平家物語』の異
本。専門家の間では改変が多く、内容の正確性に疑
問があるとされてきた。

＊
2

＊
1

井

指宿市でフィールドワークを指宿市でフィールドワークを指宿市でフィールドワークを
行う井村准教授行う井村准教授行う井村准教授
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垂水市で行われた公開講座「防災マ
ップをつくろう」の様子。井村准教授
は住民とともに現地を歩き、実際に役
立つ防災マップづくりを指導した

研究室の学生とフィールドワークを行う井村准教授。「どんな手法を使えば
目の前の壁を超えていけるか、自分で考えられる学生になってほしい」

理学部地球環境科学科 准教授

いむら・りゅうすけ／昭和39年大阪府生まれ。昭和62年鹿児島大学理学部地学科卒業。平成
元年同大大学院理学研究科地学専攻修了。鹿大時代は霧島山の噴火史を研究。平成5年3月東
京都立大学（現・首都大学東京）大学院理学研究科博士課程地理学専攻修了。通産省地質調査
所（現・産業技術総合研究所）特別研究員として阪神大震災時、全国の活断層の調査を担当。「兵
庫県南部地震の緊急研究および兵庫県南部の沖積地盤・山麓斜面に関する斜面災害等調査」
により平成7年度地質調査所所長賞を受賞。平成8年4月鹿児島大学講師に就任。平成11年2
月より現職。専門は第四紀地質学、火山地質学、地震地質学。国土交通省九州地方整備局の道
路防災ドクター、農林水産省九州農政局の特殊土壌検討委員会委員、九州地区総合防災・環
境ネットワ ク委員、鹿児島県土砂災害対策アドバイザ 、霧島市ジオパ クアドバイザ 。境ネットワーク委員 鹿児島県土砂災害対策アドバイザー 霧島市ジオパークアドバイザー

村
　
介
准
教
授
の
専
門
は
第

四
紀
地
質
学
で
あ
る
。「
第
四

紀
」は
46
億
年
に
及
ぶ
地
球
史
の
中
の「
現

代
」に
相
当
し
、約
2
0
0
万
年
前
か
ら

現
在
も
続
く
時
代
を
指
す
。井
村
准
教

授
は
地
形
や
地
層
を
調
べ
、南
九
州
の
自

然
環
境
の
変
遷
、「
自
然
史
」の
解
明
を

目
指
し
て
い
る
。「
普
段
見
て
い
る
風
景

を
科
学
的
裏
づ
け
を
持
っ
て
説
明
し
た
い
」

と
言
う
井
村
准
教
授
の
書
棚
に
は
専
門

外
の
書
物
も
数
多
く
並
ぶ
。「
自
然
現
象

は
、し
ば
し
ば
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

自
然
史
の
解
明
は
知
的
好
奇
心
を
満
た

す
だ
け
で
な
く
、防
災
の
観
点
か
ら
も
重

要
。そ
の
た
め
、一
般
の
人
に
自
然
史
を

理
解
し
て
も
ら
う
活
動
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
井
村
准
教
授
。そ
し
て「
自
然
史
解
明

の
た
め
に
は
、野
外
調
査
や
分
析
機
器
に

よ
る
研
究
だ
け
で
な
く
、歴
史
記
録
の
研

究
も
重
要
で
す
」と
語
る
。

野
外
調
査
と
史
料
分
析
で

災
害
を
検
証

　
井
村
准
教
授
が
歴
史
記
録
の
研
究
を

行
う
の
は
、自
然
現
象
を
地
球
科
学
的

な
手
法
だ
け
で
再
現
す
る
の
に
限
界
が

あ
る
か
ら
だ
。「
地
層
の
重
な
り
方
で
現

象
の
発
生
順
序
は
分
か
る
が
、そ
れ
が

ど
の
く
ら
い
続
き
、い
つ
収
ま
っ
た
か
は

分
か
ら
な
い
。歴
史
記
録
は
そ
れ
を
補
っ

て
く
れ
ま
す
」と
井
村
准
教
授
は
言
う
。

　
地
球
科
学
的
な
手
法
で
得
ら
れ
た
成

果
に
先
人
が
残
し
た
情
報
を
加
え
る
と
、

過
去
の
現
象
を
人
間
の
時
間
・
空
間
ス
ケ

ー
ル
で
復
元
で
き
、将
来
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
災
害
の
規
模
や
頻
度
な
ど
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。過
去
の
自
然
現
象

を
定
量
的
に
復
元
し
て
初
め
て
、自
然
史

の
研
究
は
防
災
に
貢
献
で
き
る
の
だ
。「
野

外
調
査
と
史
料
分
析
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事

で
す
」と
井
村
准
教
授
は
強
調
す
る
。

『
平
家
物
語
』か
ら
読
み
解
く

霧
島
山
噴
火

　
平
成
19
年
11
月
、井
村
准
教
授
は『
平

家
物
語
』の
異
本『
長
門
本
』に
記
述
さ

れ
て
い
る
霧
島
山
の
噴
火
が
、定
説
と
さ

れ
て
き
た
9
4
5
年
の
噴
火
で
は
な
く
、

1
2
3
5
年
の
噴
火
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
国
際
会
議
で
発
表
し
た
。

　
長
門
本
に
は
、霧
島
山
噴
火
の
様
子

が
事
細
か
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
大
山
震
動
し
て
、岩
崩
れ
、猛
火
も
え

上
が
り
て
、こ
と
に
煙
う
ず
ま
き
て
、

暫
ば
か
り
し
て
、ま
わ
り
一
、二
丈
そ
の

た
け
十
余
丈
ば
か
り
あ
る
大
蛇
の
、角

は
か
れ
木
の
如
く
お
ほ
ひ
か
か
り
、ま

な
こ
は
日
月
の
如
く
輝
き
て
、
大
に
い

か
る
様
に
て
出
来
給
ふ
」

　
こ
の
文
章
を
火
山
学
的
に
解
釈
す
る

と
、「
地
震
と
と
も
に
噴
火
し
て
、す
ぐ
に

火
砕
流
が
発
生
し
た
。そ
し
て
、し
ば
ら

く
し
て
か
ら
溶
岩
が
流
れ
出
た
」と
な
る
。

こ
の
内
容
は
、地
層
の
重
な
り
か
ら
推
定

さ
れ
る
噴
火
の
推
移
と
一
致
す
る
上
、噴

火
開
始
か
ら
溶
岩
流
出
ま
で
の
間
に「
す

ぐ
」で
も「
1
日
後
」で
も
な
い「
し
ば
ら
く
」

の
時
間
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

「
噴
火
を
実
際
に
目
撃
し
た
人
物
か
、そ

の
人
か
ら
情
報
が
も
ら
え
る
よ
う
な
人

物
で
な
け
れ
ば
、こ
れ
ほ
ど
正
確
な
表
現

は
で
き
な
い
。長
門
本
が
書
か
れ
た
の
は
、

霧
島
山
の
溶
岩
流
出
が
あ
っ
た
直
後
と

考
え
ま
し
た
」と
井
村
准
教
授
は
言
う
。

　
長
門
本
の
噴
火
記
事
は
、『
日
本
噴
火

志
』な
ど
の
資
料
を
根
拠
に
、長
年
、

9
4
5
年
の
噴
火
を
指
す
と
さ
れ
て
き

た
。し
か
し
、日
本
噴
火
志
の
年
代
根
拠

と
さ
れ
た
薩
摩
藩
の
学
者
が
編
纂
し
た

本『
襲
山
考
』に
年
代
を
示
す
記
述
は
な

く
、9
4
5
年
の
噴
火
と
す
る
根
拠
は
何

も
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
一
方
、有
史
以
降
に
霧
島
山
で
起
こ
っ

た
溶
岩
流
を
伴
う
噴
火
は
、地
質
調
査

か
ら
複
数
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。噴
火
の

記
述
内
容
や
時
代
背
景
か
ら
、長
門
本
の

記
事
は
1
2
3
5
年
の
御
鉢
噴
火
を
記

述
し
た
も
の
と
判
断
で
き
、長
門
本
成
立

は
そ
れ
以
降
の
数
十
年
の
間
と
考
え
ら

れ
る
。さ
ら
に
、長
門
本
が
こ
の
時
期
に

成
立
す
る
た
め
に
は
原
本
の
平
家
物
語

は
こ
の
頃
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
結

論
づ
け
た
。井
村
准
教
授
が
独
学
で
到
達

し
た
こ
の
結
論
は
長
門
本
研
究
者
の
最

新
の
研
究
成
果
と
も
矛
盾
が
な
く
、日

本
を
代
表
す
る
古
典
文
学
の
成
立
時
期

に
制
約
条
件
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、平
家

物
語
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

防
災
・
自
然
科
学
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
し
て

　
井
村
准
教
授
は
、地
質
調
査
所
勤
務

時
代
の
阪
神
大
震
災
に
関
す
る
調
査
や
、

鹿
児
島
県
内
の
災
害
現
場
の
調
査
を
通

じ
、研
究
成
果
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
言
う
。

そ
の
た
め
、講
演
会
や
自
然
観
察
会
の

講
師
を
積
極
的
に
引
き
受
け
、自
然
科

学
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る「
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
」で
あ
ろ
う
と
努
め
て
き
た
。「
専

門
知
識
を
持
つ
人
間
が『
自
分
の
命
は

自
分
で
守
れ
』と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

研
究
者
は
そ
の
成
果
を
一
般
の
人
に
役

立
つ
知
識
と
し
て
伝
え
る
努
力
を
し
て

き
た
か
、と
自
問
自
答
し
ま
し
た
。防
災

に
限
ら
ず
自
然
科
学
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
私
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
井
村
准
教
授
は
言
う
。

　
今
後
は
、災
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域

で
過
去
の
災
害
履
歴
を
明
ら
か
に
す
る

研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。過
去

数
十
年
間
の
デ
ー
タ
で
明
日
の
天
気
を

予
測
す
る
の
と
同
じ
で
、過
去
一
万
年
分

の
災
害
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、こ
れ
か
ら
百

年
単
位
の
災
害
予
測
が
で
き
る
。「
防
災

の
研
究
は
人
々
の
財
産
、生
命
が
守
ら
れ

て
初
め
て
完
結
す
る
。住
民
目
線
に
立
っ

た
啓
発
活
動
を
行
い
な
が
ら
、科
学
的
裏

付
け
も
地
道
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

野
外
調
査
と
歴
史
記
録
か
ら

自
然
史
を
解
明
す
る

南
九
州
の
自
然
史
を
研
究
す
る
理
学
部
地
球
環
境
科
学
科
の
井
村
　
介
准
教
授
。

野
外
調
査
や
室
内
実
験
だ
け
で
な
く
、史
料
な
ど
も
活
用
し
て
研
究
を
行
っ
て
い

る
。そ
の
傍
ら
、防
災
や
地
震
･
火
山
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
、自
然
観
察
会
な
ど

に
講
師
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
、自
然
科
学
や
防
災
に
関
す
る
知
識
を
一
般
の

人
々
に
も
伝
え
て
い
る
。

＊2 インタープリター
自然体験・観察などを通して、自然現象やその背後にある
意味や関係性を読み解き、人々に分かりやすく伝えること
ができる人のこと。

＊1 長門本
山口県下関市の赤間神宮に伝わる『平家物語』の異
本。専門家の間では改変が多く、内容の正確性に疑
問があるとされてきた。

＊
2

＊
1

井

指宿市でフィールドワークを指宿市でフィールドワークを指宿市でフィールドワークを
行う井村准教授行う井村准教授行う井村准教授
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＊1 G-TELP（General Tests of English Language Proficiency）
米国の言語学者、ロバート・ラド博士を中心とするチームにより開発された、英語を母語
としない人たちのための英語能力評価テスト。現在、韓国、中国、日本、台湾、アルゼンチ
ン、メキシコの6カ国で実施され、留学資格、英語教育ツールとして幅広く利用されている。

インテンシブ英語アカデミッククラス、ライティング＆イ テ シ 英 ア デ ク ラ テ ン ＆
プレゼンテーションの様子（ロバート・ファウザー准教授）

インテンシブ英語ア
カデミッククラス・ラ
イティングAの様子
（富岡龍明教授）

2月19日に開催された全学の
学生・教職員によるワークシ
ョップ「鹿大の英語教育を考
える！～やる気の出る要因と
なくす要因～」。全体討論会
では、教員による評価のばら
つき改善、受講科目の選択
肢増加を求める声などがあが
った

　
鹿
児
島
大
学
の
英
語
教
育
は
、こ
れ

ま
で
習
熟
度
別
授
業
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

一
ク
ラ
ス
平
均
60
人
以
上
の
多
人
数
ク

ラ
ス
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
、「
大

学
全
入
時
代
」と
、近
年
の
入
試
形
態
の

多
様
化
が
重
な
り
、学
生
の
英
語
能
力

の
レ
ベ
ル
が
多
様
化
。学
生
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
た
効
率
的
な
授
業
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。さ
ら
に
、卒
業
生
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て「
学
生
時
代
に
も

っ
と
英
語
力
を
つ
け
た
か
っ
た
」と
い

う
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、鹿
児
島
大
学
教
育
セ
ン

タ
ー
外
国
語
教
育
推
進
部
を
中
心
に
英

語
教
育
の
改
革
を
検
討
し
て
き
た
。外

国
語
教
育
推
進
部
長
を
務
め
る
富
岡
龍

明
教
授
は「
専
門
分
野
を
学
ぶ
上
で
、学

生
に
は
基
礎
的
な
英
語
能
力
が
不
可
欠
。

学
生
の
英
語
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

は
大
学
の
使
命
で
あ
る
、と
い
う
考
え

の
も
と
、学
部
生
か
ら
大
学
院
生
ま
で

を
カ
バ
ー
す
る
大
規
模
な
改
革
を
始
め

ま
し
た
」と
説
明
す
る
。

習
熟
度
別
・
少
人
数
制
で

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
学
生
に
対
応

　
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

英
語
教
育
で
は
、従
来
の「
コ
ア
英
語
」、

「
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
」に
加
え
、「
英
語

特
別
演
習
」を
開
設
。平
成
20
年
度
入
学

の
1
年
生
は
、こ
の
三
つ
の
選
択
必
修

科
目
か
ら
一
つ
を
選
び
、受
講
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
コ
ア
英
語
に
は
三
段
階
の
レ
ベ
ル
に

分
か
れ
た
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
を
導
入
。

特
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ（
英
作
文
）と
オ
ー

ラ
ル（
英
会
話
）の
講
義
は
教
員
と
学
生

の
や
り
と
り
を
重
視
し
た
双
方
向
型
の

講
義
の
た
め
、1
ク
ラ
ス
30
人
程
度
の

少
人
数
制
を
採
っ
て
い
る
。平
成
18
年

度
か
ら
開
講
の
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語（
20

人
ク
ラ
ス
）は
、1
年
生
か
ら
大
学
院
生

ま
で
を
対
象
に
し
た
中
・
上
級
レ
ベ
ル

の
徹
底
少
人
数
ク
ラ
ス
、平
成
20
年
度

開
講
の
英
語
特
別
演
習（
30
人
ク
ラ
ス
）

は
基
礎
力
を
徹
底
的
に
鍛
え
直
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
ク
ラ
ス
で
、ど
ち
ら
も

少
人
数
制
を
採
用
し
、セ
ン
タ
ー
試
験

の
結
果
や
学
生
の
希
望
を
考
慮
し
た
ク

ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
学
期
末
の
評
価
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

コ
ア
英
語
か
ら
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
や

英
語
特
別
演
習
へ
の
ク
ラ
ス
替
え
、コ

ア
英
語
の
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
間
で
の
移

動
が
可
能
だ
。ま
た
、レ
ベ
ル
別
、科
目

別
の
推
奨
テ
キ
ス
ト
を
導
入
し
、講
義

の
質
・
レ
ベ
ル
の
保
証
を
目
指
し
て
い
る
。

　
コ
ア
英
語
、イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
、英

語
特
別
演
習
を
受
講
す
る
す
べ
て
の
学

生
は
、学
期
末
に
学
習
到
達
度
判
定
テ

ス
ト
G
―
T
E
L
P（
国
際
英
検
）を
受

検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。学
期
末
の

評
価
は
、定
期
テ
ス
ト
の
結
果
に
加
え
、

G
―
T
E
L
P
の
成
績
も
判
断
材
料
と

さ
れ
る
。全
学
規
模
で
G
―
T
E
L
P
を

学
習
到
達
度
判
定
テ
ス
ト
と
し
て
利
用

し
、そ
れ
を
評
価
に
組
み
入
れ
る
の
は
、

全
国
の
国
立
大
学
法
人
で
初
の
試
み
だ
。

G
―
T
E
L
P
は「
一
夜
漬
け
」の
勉
強

で
は
点
が
取
れ
な
い
た
め
、真
の
実
力

を
判
定
で
き
、学
生
の
自
学
自
習
を
促

す
効
果
が
期
待
で
き
る
。ま
た
文
法
や

読
解
、リ
ス
ニ
ン
グ
と
い
っ
た
分
野
ご

と
の
弱
点
診
断
が
可
能
で
、教
育
指
導

の
面
か
ら
も
ふ
さ
わ
し
い
。

大
学
院
生
の
英
語
能
力
を

高
め
る
科
目
も
整
備

　
学
部
1
年
生
以
外
の
英
語
教
育
も
充

実
し
つ
つ
あ
る
。

　
2
年
生
の
前
期
に
は「
英
語
オ
ー
プ

ン
」と
い
う
科
目
を
設
け
、1
年
生
で
身

に
つ
け
た
英
語
能
力
の
積
み
上
げ
を
目

指
し
、応
用
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。学
部
に
よ
っ
て
は
英

語
オ
ー
プ
ン
を
必
修
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。英
語
オ
ー
プ
ン
は
文
学
や

時
事
な
ど
と
い
っ
た
特
定
の
分
野
を
テ

ー
マ
と
し
た
目
的
別
英
語
で
、個
々
の

学
生
の
興
味
関
心
に
合
わ
せ
て
受
講
で

き
る
。教
室
で
の
学
習
に
こ
だ
わ
ら
な

いe-
learning

授
業
や
レ
ベ
ル
別
英
会

話
も
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
だ
。

　
大
学
院
生
の
英
語
能
力
を
高
め
る
科

目「
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ク
ラ
ス
」も
開
設
さ
れ
た
。日
本
人
学

生
は
英
語
を
中
学
校
か
ら
大
学
ま
で
学

習
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、苦
手

意
識
を
も
つ
学
生
が
多
い
。大
学
院
生

の
必
須
事
項
で
あ
る
英
語
論
文
の
読
解
、

英
語
で
の
論
文
作
成
、口
頭
で
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
を
き
た
す
ケ

ー
ス
も
あ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
大

学
院
生
向
け
の
英
語
科
目
の
ニ
ー
ズ
は

高
い
と
判
断
し
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ

に
特
化
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
社
会
で
活
躍
し
う
る

人
材
を
養
成
す
る
た
め
に

　
平
成
20
年
度
は
学
部
1
年
生
を
対
象

と
し
た
改
革
が
中
心
だ
っ
た
。今
後
は

就
職
・
研
究
面
で
英
語
能
力
が
特
に
必

要
と
さ
れ
る
3
、4
年
生
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
課
題

と
な
る
。そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、鹿
大
の

英
語
教
育
の「
系
統
性
・
段
階
性
・
継
続
性
」

は
、よ
り
強
固
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
教
育
セ
ン
タ
ー
長
の
谷
口
溪
山
大
学

院
医
歯
学
総
合
研
究
科
教
授
は
こ
う
強

調
す
る
。「
今
回
の
英
語
教
育
改
革
は
、

鹿
児
島
大
学
憲
章
の
中
の『
国
際
社
会

で
活
躍
し
う
る
人
材
を
育
成
す
る
』と

い
う
精
神
に
一
致
し
て
い
る
。さ
ら
に

充
実
し
た
内
容
を
目
指
し
、教
育
セ
ン

タ
ー
と
し
て
英
語
能
力
の
必
要
性
を
各

学
部
に
ア
ピ
ー
ル
し
、全
学
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

平成20年度から鹿大の英語教育が新しく生まれ変わった。 1年生向けの選択必修科目を三科目とし、少人数制・習熟度別
クラスを採用。学習到達度や弱点分野を把握できるテスト“G-TELP”や、大学院生向けの科目も新たに導入し、学部生か
ら大学院生までをカバーする英語教育を目指している。

鹿児島大学の新しい英語教育
～少人数制・習熟度別クラスなどを取り入れた英語教育改革～

鹿大の新たな試み
Challenges of

Kagoshima University

＊
1

鹿児島大学の新しい英語教育

対象 科目名 定　員 特　徴

コア英語C（ライティング＝英作文） 30人 教員と学生のやりとりを重視した少人数クラス。
コア英語U（総合） 50人～60人
コア英語O（オーラル＝英会話） 30人 教員と学生のやりとりを重視した少人数クラス。
コア英語R（リーディング＝読解） 50人～60人

●コア英語 ―
鹿大英語カリキュラムの中核科目。各学部ごとに3段階の習熟度別
クラスを設置。

●英語特別演習 30人
徹底的に英語基礎力を鍛え直すための基礎英語クラス。センター試
験の結果を考慮した受講条件がある。

●英語オープン ―
文学や時事など特定の分野をテーマとした目的別英語。教室での学
習にこだわらないe-learning授業やレベル別英会話を新設。

インテンシブ英語 IA

学部
1年生

学部
2年生

大学院生

会話・リスニング中心の内容。
インテンシブ英語 IIA 英語資格試験・文法・構文中心の内容。
インテンシブ英語 IB 会話・リスニング中心の内容。
インテンシブ英語 IIB 英語資格試験・文法・構文中心の内容。

●インテンシブ英語

20人以下

英語に自信があり、さらに実力を伸ばしたい人のための科目。少人
数制。希望者の中からセンター試験等の結果を踏まえ選抜する。

アカデミックライティング＆プレゼンテーションA,B（上級） 論文執筆、プレゼンに必要な能力を身につける上級者向けクラス。
アカデミックライティングA,BグA （中級） 英語論文を書くための基礎構文力を鍛える中級者向けクラス。
アカデミックリーディングA,BグA （中・上級） 本格的な英語論文読解力をつける中・上級者向けクラス。

●インテンシブ英語アカデミッククラス

―

大学院生の英語能力向上を目的とした科目。
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＊1 G-TELP（General Tests of English Language Proficiency）
米国の言語学者、ロバート・ラド博士を中心とするチームにより開発された、英語を母語
としない人たちのための英語能力評価テスト。現在、韓国、中国、日本、台湾、アルゼンチ
ン、メキシコの6カ国で実施され、留学資格、英語教育ツールとして幅広く利用されている。

インテンシブ英語アカデミッククラス、ライティング＆イ テ シ 英 ア デ ク ラ テ ン ＆
プレゼンテーションの様子（ロバート・ファウザー准教授）

インテンシブ英語ア
カデミッククラス・ラ
イティングAの様子
（富岡龍明教授）

2月19日に開催された全学の
学生・教職員によるワークシ
ョップ「鹿大の英語教育を考
える！～やる気の出る要因と
なくす要因～」。全体討論会
では、教員による評価のばら
つき改善、受講科目の選択
肢増加を求める声などがあが
った

　
鹿
児
島
大
学
の
英
語
教
育
は
、こ
れ

ま
で
習
熟
度
別
授
業
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

一
ク
ラ
ス
平
均
60
人
以
上
の
多
人
数
ク

ラ
ス
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
、「
大

学
全
入
時
代
」と
、近
年
の
入
試
形
態
の

多
様
化
が
重
な
り
、学
生
の
英
語
能
力

の
レ
ベ
ル
が
多
様
化
。学
生
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
た
効
率
的
な
授
業
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。さ
ら
に
、卒
業
生
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て「
学
生
時
代
に
も

っ
と
英
語
力
を
つ
け
た
か
っ
た
」と
い

う
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、鹿
児
島
大
学
教
育
セ
ン

タ
ー
外
国
語
教
育
推
進
部
を
中
心
に
英

語
教
育
の
改
革
を
検
討
し
て
き
た
。外

国
語
教
育
推
進
部
長
を
務
め
る
富
岡
龍

明
教
授
は「
専
門
分
野
を
学
ぶ
上
で
、学

生
に
は
基
礎
的
な
英
語
能
力
が
不
可
欠
。

学
生
の
英
語
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

は
大
学
の
使
命
で
あ
る
、と
い
う
考
え

の
も
と
、学
部
生
か
ら
大
学
院
生
ま
で

を
カ
バ
ー
す
る
大
規
模
な
改
革
を
始
め

ま
し
た
」と
説
明
す
る
。

習
熟
度
別
・
少
人
数
制
で

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
学
生
に
対
応

　
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

英
語
教
育
で
は
、従
来
の「
コ
ア
英
語
」、

「
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
」に
加
え
、「
英
語

特
別
演
習
」を
開
設
。平
成
20
年
度
入
学

の
1
年
生
は
、こ
の
三
つ
の
選
択
必
修

科
目
か
ら
一
つ
を
選
び
、受
講
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
コ
ア
英
語
に
は
三
段
階
の
レ
ベ
ル
に

分
か
れ
た
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
を
導
入
。

特
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ（
英
作
文
）と
オ
ー

ラ
ル（
英
会
話
）の
講
義
は
教
員
と
学
生

の
や
り
と
り
を
重
視
し
た
双
方
向
型
の

講
義
の
た
め
、1
ク
ラ
ス
30
人
程
度
の

少
人
数
制
を
採
っ
て
い
る
。平
成
18
年

度
か
ら
開
講
の
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語（
20

人
ク
ラ
ス
）は
、1
年
生
か
ら
大
学
院
生

ま
で
を
対
象
に
し
た
中
・
上
級
レ
ベ
ル

の
徹
底
少
人
数
ク
ラ
ス
、平
成
20
年
度

開
講
の
英
語
特
別
演
習（
30
人
ク
ラ
ス
）

は
基
礎
力
を
徹
底
的
に
鍛
え
直
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
ク
ラ
ス
で
、ど
ち
ら
も

少
人
数
制
を
採
用
し
、セ
ン
タ
ー
試
験

の
結
果
や
学
生
の
希
望
を
考
慮
し
た
ク

ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
学
期
末
の
評
価
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

コ
ア
英
語
か
ら
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
や

英
語
特
別
演
習
へ
の
ク
ラ
ス
替
え
、コ

ア
英
語
の
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
間
で
の
移

動
が
可
能
だ
。ま
た
、レ
ベ
ル
別
、科
目

別
の
推
奨
テ
キ
ス
ト
を
導
入
し
、講
義

の
質
・
レ
ベ
ル
の
保
証
を
目
指
し
て
い
る
。

　
コ
ア
英
語
、イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
、英

語
特
別
演
習
を
受
講
す
る
す
べ
て
の
学

生
は
、学
期
末
に
学
習
到
達
度
判
定
テ

ス
ト
G
―
T
E
L
P（
国
際
英
検
）を
受

検
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。学
期
末
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評
価
は
、定
期
テ
ス
ト
の
結
果
に
加
え
、

G
―
T
E
L
P
の
成
績
も
判
断
材
料
と

さ
れ
る
。全
学
規
模
で
G
―
T
E
L
P
を

学
習
到
達
度
判
定
テ
ス
ト
と
し
て
利
用

し
、そ
れ
を
評
価
に
組
み
入
れ
る
の
は
、

全
国
の
国
立
大
学
法
人
で
初
の
試
み
だ
。

G
―
T
E
L
P
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一
夜
漬
け
」の
勉
強
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取
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の
実
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判
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、学
生
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習
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促
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が
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る
。ま
た
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や

読
解
、リ
ス
ニ
ン
グ
と
い
っ
た
分
野
ご

と
の
弱
点
診
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が
可
能
で
、教
育
指
導

の
面
か
ら
も
ふ
さ
わ
し
い
。
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学部
2年生

大学院生

会話・リスニング中心の内容。
インテンシブ英語 IIA 英語資格試験・文法・構文中心の内容。
インテンシブ英語 IB 会話・リスニング中心の内容。
インテンシブ英語 IIB 英語資格試験・文法・構文中心の内容。

●インテンシブ英語

20人以下

英語に自信があり、さらに実力を伸ばしたい人のための科目。少人
数制。希望者の中からセンター試験等の結果を踏まえ選抜する。

アカデミックライティング＆プレゼンテーションA,B（上級） 論文執筆、プレゼンに必要な能力を身につける上級者向けクラス。
アカデミックライティングA,BグA （中級） 英語論文を書くための基礎構文力を鍛える中級者向けクラス。
アカデミックリーディングA,BグA （中・上級） 本格的な英語論文読解力をつける中・上級者向けクラス。

●インテンシブ英語アカデミッククラス

―

大学院生の英語能力向上を目的とした科目。
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Miho
TERAO

interview

ア
ラ
ム
ナ
イ
追
跡
隊

大学3年生のころ、鹿大の国際交流会館で
留学生たちと（右から3番目）

寺尾さんの近著。どちらも手寺
に入る史料を丹念に読み込に
み、史実のみで構成したみ

篤姫について学びながら鹿児島の
魅力を再発見する「篤姫子ども塾」
で講師を務めた

※「アラムナイ」とは英語で同窓生のこと。各界で活躍する鹿児島大学の
卒業生や留学生などのユニークな活動を紹介します。

● profile
1966年鹿児島市生まれ。鹿児島県立中央高等学校卒業。88年3月鹿
児島大学法文学部人文学科卒業後、（株）島津興業入社。尚古集成
館の学芸員となり現在に至る。2003年からは鹿児島純心女子短期大
学の非常勤講師を、2006年からは鹿児島市立清水中学校学校評議員
を、2008年は南日本新聞客員論説委員を兼務する。NHK大河ドラマ特
別展「天璋院篤姫展」企画委員。著書『天璋院篤姫』（高城書房、2007
年）が第34回南日本出版文化賞を受賞。その他の著書に『みんなの篤姫』
（南方新社、2008年）、共著に『天璋院篤姫のすべて』（新人物往来社、
2007年）、『明治維新の新視角』（高城書房、2001年）などがある。

＊
1

1 尚古集成館 1923（大正12）年に開館した島津家の歴史
博物館。本館は1865（慶応元）年に建てられた旧集成館の機械
工場の建物で、鹿児島県最古の石造建造物。昭和34年敷地が
国の史跡に、昭和37年には建物が重要文化財の指定を受けた。

学
芸
員
に
な
っ
て
以
来
の

特
別
な
年

　
2
0
0
7
年
は
、私
が
学
芸
員
に
な

っ
て
か
ら
初
め
て
経
験
し
た
特
別
な
年

で
し
た
。2
0
0
8
年
の
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
に「
篤
姫
」が
決
ま
り
、篤
姫
を

テ
ー
マ
と
し
た
仕
事
に
集
中
し
て
取
り

組
ん
だ
一
年
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展「
天
璋
院

篤
姫
展
」で
は
、企
画
委
員
と
し
て
全
国

各
地
の
学
芸
員
と
協
力
し
て
展
示
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。天
璋
院
篤
姫
展
は
、全

国
の
会
場
を
巡
回
さ
せ
て
い
く
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
展
覧
会
。大
規
模
な
展
示

を
手
が
け
る
の
は
学
芸
員
の
憧
れ
で
す

か
ら
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
篤
姫
に
関
す
る
本
二
冊
を
執
筆
す

る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。先
例
と

な
る
本
が
な
い
時
期
の
出
版
だ
っ
た

の
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
し
た
が
、

手
を
挙
げ
て
も
な
か
な
か
や
ら
せ
て

も
ら
え
る
仕
事
で
は
な
い
の
で
や
り

が
い
も
あ
り
ま
し
た
。

幕
末
維
新
史
」で
す
。

　
研
究
テ
ー
マ
は「
幕か

け
て
、つ
ま
り
島

幕
末
か
ら
明
治
に
か華

族
と
な
る
時
代

津
家
が
大
名
か
ら
華す

。篤
姫
も
こ
の
時

を
研
究
し
て
い
ま
すで

は
、篤
姫
関
係
の

で
に
興
味
の
な
い
方

う
し
た
ら
歴
史
に

ら
え
る
か
を
考
え

る
仕
事
も
や
っ
て
い
ま
す
。研
究
だ
け

で
な
く
、「
普
及
」も
学
芸
員
の
大
事
な

仕
事
の
一
つ
で
す
。

史
料
批
判
の
精
神
を

鍛
え
ら
れ
た
鹿
大
時
代

　
子
ど
も
の
こ
ろ
は
絵
や
工
作
よ
り
、

「
調
べ
も
の
」が
好
き
で
し
た
。小
学
生

の
こ
ろ
か
ら
漠
然
と「
大
学
生
に
な
り

た
い
」と
思
っ
て
い
た
の
で
、進
学
に
迷

い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

　
鹿
大
で
は
国
語
学
を
専
攻
し
て
い
ま

し
た
。勉
強
し
た
と
い
う
よ
り
、勉
強
の

仕
方
を
教
わ
っ
た
4
年
間
だ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。衝
撃
だ
っ
た
の
が
、先
生

方
か
ら「
辞
書
を
引
い
て
は
い
け
な
い
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
。「
辞
書
は
現
代
の
人

が
つ
く
っ
た
も
の
。辞
書
を
鵜
呑
み
に
せ

ず
筆
者
が
根
拠
に
し
て
い
る
史
料
に
ま

で
遡
り
、自
分
で
確
認
し
な
さ
い
」と
い

う
意
味
で
す
。玉
石
混
淆
を
見
分
け
る
目

を
徹
底
し
て
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
は
、今
の

仕
事
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。史
料
批

判
は
歴
史
研
究
の
基
本
で
す
か
ら
。

　
私
た
ち
が
卒
業
す
る
こ
ろ
は
バ
ブ
ル

景
気
で
、選
り
好
み
し
な
け
れ
ば
就
職

口
は
あ
り
ま
し
た
。で
も
、私
は
迷
っ
て

い
ま
し
た
。文
章
を
書
く
仕
事
に
憧
れ

て
い
た
け
れ
ど
、マ
ス
コ
ミ
に
就
職
し

よ
う
と
は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　

　
卒
業
後
し
ば
ら
く
し
て
尚
古
集
成
館

で
働
く
こ
と
に
な
り
、結
果
的
に
、執
筆

や
調
べ
も
の
と
い
っ
た
、自
分
が
好
き

な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。日
本
史
関
係
の
人
脈
は
な
く
、男

性
ば
か
り
の
世
界
で
学
芸
員
と
し
て
や

っ
て
い
け
る
の
か
、自
分
の
研
究
領
域

を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
か
な
ど

不
安
に
感
じ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、入
社
後
の
割
と
早
い
時
期
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、

学
芸
員
の
基
礎
を
一
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。2
0
0
0
年
の
明
治
維
新
史
学
会

で
初
め
て
全
国
の
研
究
者
を
前
に
研
究

成
果
を
発
表
し
た
と
き
、や
っ
と
学
芸

員
ら
し
く
な
れ
た
か
な
、と
い
う
気
持

ち
で
し
た
ね
。去
年
、篤
姫
と
出
会
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、明
治
維
新
と
い
う
転
換

期
を
生
き
た
人
々
に
つ
い
て
、も
っ
と

研
究
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　
尚
古
集
成
館
は
立
地
や
建
物
そ
の
も

の
に
歴
史
が
あ
り
、近
く
に
島
津
家
の

方
が
お
ら
れ
、史
料
が
あ
る
と
い
う
素

晴
ら
し
い
環
境
。そ
う
い
う
場
所
で
仕

事
が
で
き
て
、と
て
も
幸
せ
で
す
。

学
生
時
代
は
大
い
に
迷
っ
て

悩
ん
で
い
い
時
期

　
学
生
時
代
か
ら
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

明
快
な
人
も
い
れ
ば
、そ
う
で
な
い
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、肩
肘
張

ら
ず
に
楽
し
く
大
学
生
活
を
過
ご
し
て

い
れ
ば
、何
か
ひ
っ
か
か
る
こ
と
は
あ
る

と
思
う
。大
学
に
い
る
と
学
部
に
か
か
わ

ら
ず
、い
ろ
い
ろ
な
世
界
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。特
に
鹿
大
の
よ
う
な
総
合

大
学
で
あ
れ
ば
、あ
ら
ゆ
る
分
野
の
先
生

と
知
り
合
う
機
会
が
あ
る
し
、そ
ん
な
先

生
方
と
話
を
す
る
だ
け
で
も
楽
し
く
、世

界
が
広
が
る
も
の
。始
め
か
ら
目
標
を
絞

り
込
み
す
ぎ
ず
、す
ぐ
に
結
果
を
求
め
よ

う
と
せ
ず
、気
に
な
っ
た
こ
と
は
何
で
も

や
っ
て
み
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。学
生
時
代
は
大
い
に
迷
っ
て
も

い
い
時
期
。立
ち
止
ま
っ
て
、悩
ん
だ
り

考
え
た
り
す
る
時
間
を
大
切
に
し
な
が

ら
、毎
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

寺尾美保さん尚古集成館学芸員

背景の御殿は、仙巌園内にある
19代島津光久の別邸。光久以
降も代々の藩主に受け継がれ、
29代忠義が鹿児島に住んだ12
年間は本邸として使用された。現
在、明治17（1884）年の改築さ
れた部屋を中心に、当時の約3分
の1が残されている

博
物
館
自
体
が

歴
史
そ
の
も
の
。

そ
ん
な
環
境
で

仕
事
が
で
き
て

幸
せ
で
す
。
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ア
ラ
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跡
隊

大学3年生のころ、鹿大の国際交流会館で
留学生たちと（右から3番目）

寺尾さんの近著。どちらも手寺
に入る史料を丹念に読み込に
み、史実のみで構成したみ

篤姫について学びながら鹿児島の
魅力を再発見する「篤姫子ども塾」
で講師を務めた

※「アラムナイ」とは英語で同窓生のこと。各界で活躍する鹿児島大学の
卒業生や留学生などのユニークな活動を紹介します。

● profile
1966年鹿児島市生まれ。鹿児島県立中央高等学校卒業。88年3月鹿
児島大学法文学部人文学科卒業後、（株）島津興業入社。尚古集成
館の学芸員となり現在に至る。2003年からは鹿児島純心女子短期大
学の非常勤講師を、2006年からは鹿児島市立清水中学校学校評議員
を、2008年は南日本新聞客員論説委員を兼務する。NHK大河ドラマ特
別展「天璋院篤姫展」企画委員。著書『天璋院篤姫』（高城書房、2007
年）が第34回南日本出版文化賞を受賞。その他の著書に『みんなの篤姫』
（南方新社、2008年）、共著に『天璋院篤姫のすべて』（新人物往来社、
2007年）、『明治維新の新視角』（高城書房、2001年）などがある。

＊
1

1 尚古集成館 1923（大正12）年に開館した島津家の歴史
博物館。本館は1865（慶応元）年に建てられた旧集成館の機械
工場の建物で、鹿児島県最古の石造建造物。昭和34年敷地が
国の史跡に、昭和37年には建物が重要文化財の指定を受けた。
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感
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て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、入
社
後
の
割
と
早
い
時
期
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、

学
芸
員
の
基
礎
を
一
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。2
0
0
0
年
の
明
治
維
新
史
学
会

で
初
め
て
全
国
の
研
究
者
を
前
に
研
究

成
果
を
発
表
し
た
と
き
、や
っ
と
学
芸

員
ら
し
く
な
れ
た
か
な
、と
い
う
気
持

ち
で
し
た
ね
。去
年
、篤
姫
と
出
会
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、明
治
維
新
と
い
う
転
換

期
を
生
き
た
人
々
に
つ
い
て
、も
っ
と

研
究
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　
尚
古
集
成
館
は
立
地
や
建
物
そ
の
も

の
に
歴
史
が
あ
り
、近
く
に
島
津
家
の

方
が
お
ら
れ
、史
料
が
あ
る
と
い
う
素

晴
ら
し
い
環
境
。そ
う
い
う
場
所
で
仕

事
が
で
き
て
、と
て
も
幸
せ
で
す
。

学
生
時
代
は
大
い
に
迷
っ
て

悩
ん
で
い
い
時
期

　
学
生
時
代
か
ら
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

明
快
な
人
も
い
れ
ば
、そ
う
で
な
い
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、肩
肘
張

ら
ず
に
楽
し
く
大
学
生
活
を
過
ご
し
て

い
れ
ば
、何
か
ひ
っ
か
か
る
こ
と
は
あ
る

と
思
う
。大
学
に
い
る
と
学
部
に
か
か
わ

ら
ず
、い
ろ
い
ろ
な
世
界
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。特
に
鹿
大
の
よ
う
な
総
合

大
学
で
あ
れ
ば
、あ
ら
ゆ
る
分
野
の
先
生

と
知
り
合
う
機
会
が
あ
る
し
、そ
ん
な
先

生
方
と
話
を
す
る
だ
け
で
も
楽
し
く
、世

界
が
広
が
る
も
の
。始
め
か
ら
目
標
を
絞

り
込
み
す
ぎ
ず
、す
ぐ
に
結
果
を
求
め
よ

う
と
せ
ず
、気
に
な
っ
た
こ
と
は
何
で
も

や
っ
て
み
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。学
生
時
代
は
大
い
に
迷
っ
て
も

い
い
時
期
。立
ち
止
ま
っ
て
、悩
ん
だ
り

考
え
た
り
す
る
時
間
を
大
切
に
し
な
が

ら
、毎
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

寺尾美保さん尚古集成館学芸員

背景の御殿は、仙巌園内にある
19代島津光久の別邸。光久以
降も代々の藩主に受け継がれ、
29代忠義が鹿児島に住んだ12
年間は本邸として使用された。現
在、明治17（1884）年の改築さ
れた部屋を中心に、当時の約3分
の1が残されている

博
物
館
自
体
が

歴
史
そ
の
も
の
。

そ
ん
な
環
境
で

仕
事
が
で
き
て

幸
せ
で
す
。
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なのはな館
二月田
駅

指宿
駅

至鹿児島市

　
３
月
29
日
、闘
病
中
の
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
家
族
を
招
待
し
、

桜
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
鶴
陵
会

館
で
ク
ラ
ウ
ン
集
団「
プ
レ
ジ
ャ

ー
B
」の
サ
ー
カ
ス
が
行
わ
れ
た
。

サ
ー
カ
ス
前
日
に
は
、プ
レ
ジ
ャ

ー
B
の
リ
ー
ダ
ー
、大
棟
耕
介
さ

ん
を
講
師
に
、医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
修
会
も
開
催
さ
れ
た
。

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
と
し
て

も
活
動
す
る
大
棟
さ
ん
か
ら
、医
療
従
事
者
た
ち
が
プ
ロ
の
ク

ラ
ウ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
。

　
こ
の
サ
ー
カ
ス
と
研
修
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
た
の
が
、

萩
原
信
太
郎
さ
ん
。医
学
部
・
歯
学
部
生
か
ら
成
る
1
3
0

人
の
実
行
委
員
と
共
に
、企
画
を
成
功
に
導
い
た
。「
こ
ど
も

た
ち
に
、大
き
な
会
場
で
笑
い
と
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ
し
か
っ

た
。研
修
会
も
同
時
に
行
う
こ
と
で
、鹿
児
島
の
医
療
現
場
が

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
、活
性
化
す
れ
ば
、と
の
思
い
も
あ

り
ま
し
た
」

　
鹿
大
へ
の
入
学
前
、関
西
の
大
学
で
自
然
科
学
を
専
攻
し
た

萩
原
さ
ん
。在
学
中
1
年
以
上
に
渡
り
、海
外
を
旅
し
た
経
験

を
も
つ
。「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
無
医
村
で
数
カ
月
間
、週
一
回

診
療
に
来
る
医
者
の
手
伝
い
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。医

療
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、医
者
は
言
葉
や
文
化
、人

種
の
壁
を
超
え
た『
命
』と
い
う
レ
ベ
ル
で
人
々
と
通
じ
合
え
る

の
だ
と
実
感
し
、医
者
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
い
っ
た
ん
は
就
職
し
た
も
の
の
、身
内
の
交
通
事
故
に
よ
っ
て

再
び
医
者
へ
の
道
を
考
え
始
め
た
。医
者
で
あ
る
姉
の
勤
務
先

を
見
学
し
、気
持
ち
が
固
ま
っ
た
。地
元
・
鹿
児
島
で
働
き
た
い

と
鹿
大
へ
入
学
。今
は
臨
床
研
修
の
真
っ
最
中
だ
。「
一
流
の
医

者
に
な
る
た
め
に
は
、勉
強
以
外
に
必
要
な
も
の
が
必
ず
あ
る
。

今
回
の
サ
ー
カ
ス
で
そ
の
種
を
も
ら
え
た
気
が
し
ま
す
」

「
農
学
部
附
属
農
場
指
宿
植
物
試
験
場
」

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
ん
な
い

W
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萩原信太郎さん
医学部医学科5年
［鹿児島県出身］

Shintaro Hagihara

サ
ー
カ
ス
は
一
つ
の
き
っ
か
け
。

こ
こ
か
ら
新
し
い
鹿
児
島
の
医
療
現
場
を

創
造
し
て
い
き
た
い
。

「明確に想像し、信じて、
  実践したものは創造される」
「感動の億万長者30のルール（平野秀典・著）』からの引用。
皆、さまざまな可能性を秘めている。それを花開かせてほしい。

＊
1

＊
2

＊1　クラウン
サーカスの人気者「道化師」のこと。

＊2　ホスピタル・クラウン
遊園地やイベント会場で活躍するクラウンが、ボラン
ティアとして病院で行う活動。長期療養中の子どもた
ちに芸を見せたり、遊び相手になったりする。

私の座右の銘

鹿大医学部の基礎を築いた英国人医師、
ウィリアム・ウィリスのレリーフとともに、鶴陵会館にて

ナナイロコトバナナイロコトバ

キャンパス・イノベーションセンター

農学部附属農場指宿植物試験場
〒891-0402 鹿児島県指宿市十町1291
TEL 0993-22-2848 FAX 0993-22-2970
※一般公開は月曜～金曜の8：30～17：15

3月29日に行われた「プレジャ
ーBのコメディー・クラウン・サ
ーカス」。企画からサーカス団
を招く資金の調達まで、すべて
学生たちで行った

オーストラリア・タスマニアの小学校での
萩原さん（写真中央）。約4カ月間、ボラン
ティアとして日本語教師を経験した

熱帯・亜熱帯 植物 の 研究保存拠点
　
鹿
児
島
市
街
地
か
ら
南
へ
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
指
宿
市
。温
泉
地
と
し
て
名
高
く
、年

平
均
気
温
18
℃
と
い
う
温
暖
な
こ
の
町
に
、鹿

児
島
大
学
農
学
部
附
属
農
場
指
宿
植
物
試
験
場

が
あ
り
ま
す
。試
験
場
の
前
身
は
、大
正
7
年
に

設
置
さ
れ
た
鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
附
属
農
場

指
宿
植
物
試
験
場
。3
・
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ

を
も
つ
試
験
場
に
は
22
本
も
の
泉
源
が
あ
り
、

そ
の
温
泉
熱
を
利
用
し
て
温
室
な
ど
を
加
温
し

て
い
ま
す
。こ
の
温
泉
熱
と
温
暖
な
気
候
を
生

か
し
、熱
帯
・
亜
熱
帯
性
の
作
物
を
利
用
し
た
教

育
・
研
究
、地
域
貢
献
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、試
験
場
で
は
熱
帯
・
亜
熱
帯
性
作
物
の

導
入
と
保
存
・
利
用
、熱
帯
産
イ
モ
類
の
生
理
生

態
学
研
究
、マ
ン
ゴ
ー
、ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
、ラ

イ
チ
、グ
ア
バ
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
熱
帯
・
亜
熱
帯
性
果
樹
類
の
栽
培

技
術
な
ど
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

J
I
C
A
や
N
G
O
か
ら
の
依
頼
で
、国
内
外

の
技
術
研
修
生
を
受
け
入
れ
、技
術
研
修
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
面
で
の
活
用
も
盛
ん
で
す
。農
学
部
の
学

生
が
受
講
す
る
実
習
で
は
、熱
帯
植
物
の
繁
殖
や

栽
培
方
法
、観
賞
植
物
の
鉢
物
生
産
、農
作
業
機

械
の
運
転
操
作
、施
設
の
管
理
な
ど
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、学
部
学
生
や
大
学
院
生
の
研
究
の
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
19
年
度
か
ら
は

共
通
教
育
科
目「
農
・
食
・
命
・
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」が
開
講
し
、全
学
の
学
生
が
試
験
場
で

植
物
の
繁
殖
方
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。あ
ま
り
見
る
機
会
の
な
い

珍
し
い
熱
帯
・
亜
熱
帯
性
の
作
物
を
扱
え
る
こ
と

が
、試
験
場
で
学
ぶ
最
大
の
魅
力
で
す
。

　
将
来
は
、他
地
域
に
な
い
植
物
遺
伝
資
源
を
活

用
し
た
熱
帯
・
亜
熱
帯
植
物
の
研
究
保
存
拠
点
と

し
て
、新
品
種
の
開
発
や
植
物
が
も
つ
抗
菌
作
用

な
ど
の
機
能
性
の
研
究
、医
療
・
環
境
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大温室では約150種類のヤシを保存。
全国のヤシの8割は指宿産といわれ、
その普及には試験場が大きく貢献した

パイプ中を温泉水が流れ、
施設内を温める 鹿児島県内で生産され

ている特産の完熟マンゴ
ーは鹿大が昭和40年代
から本格的に試験栽培を
始め、普及に貢献した

パッションフラワー（観賞用）

15 1414No.178 No.178



魚見岳

至山川

J
R
指
宿
枕
崎
線

市営球場

▲

226

238

指宿
　市役所

なのはな館
二月田
駅

指宿
駅

至鹿児島市

　
３
月
29
日
、闘
病
中
の
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
家
族
を
招
待
し
、

桜
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
鶴
陵
会

館
で
ク
ラ
ウ
ン
集
団「
プ
レ
ジ
ャ

ー
B
」の
サ
ー
カ
ス
が
行
わ
れ
た
。

サ
ー
カ
ス
前
日
に
は
、プ
レ
ジ
ャ

ー
B
の
リ
ー
ダ
ー
、大
棟
耕
介
さ

ん
を
講
師
に
、医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
修
会
も
開
催
さ
れ
た
。

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
と
し
て

も
活
動
す
る
大
棟
さ
ん
か
ら
、医
療
従
事
者
た
ち
が
プ
ロ
の
ク

ラ
ウ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
。

　
こ
の
サ
ー
カ
ス
と
研
修
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
た
の
が
、

萩
原
信
太
郎
さ
ん
。医
学
部
・
歯
学
部
生
か
ら
成
る
1
3
0

人
の
実
行
委
員
と
共
に
、企
画
を
成
功
に
導
い
た
。「
こ
ど
も

た
ち
に
、大
き
な
会
場
で
笑
い
と
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ
し
か
っ

た
。研
修
会
も
同
時
に
行
う
こ
と
で
、鹿
児
島
の
医
療
現
場
が

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
、活
性
化
す
れ
ば
、と
の
思
い
も
あ

り
ま
し
た
」

　
鹿
大
へ
の
入
学
前
、関
西
の
大
学
で
自
然
科
学
を
専
攻
し
た

萩
原
さ
ん
。在
学
中
1
年
以
上
に
渡
り
、海
外
を
旅
し
た
経
験

を
も
つ
。「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
無
医
村
で
数
カ
月
間
、週
一
回

診
療
に
来
る
医
者
の
手
伝
い
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。医

療
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、医
者
は
言
葉
や
文
化
、人

種
の
壁
を
超
え
た『
命
』と
い
う
レ
ベ
ル
で
人
々
と
通
じ
合
え
る

の
だ
と
実
感
し
、医
者
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
い
っ
た
ん
は
就
職
し
た
も
の
の
、身
内
の
交
通
事
故
に
よ
っ
て

再
び
医
者
へ
の
道
を
考
え
始
め
た
。医
者
で
あ
る
姉
の
勤
務
先

を
見
学
し
、気
持
ち
が
固
ま
っ
た
。地
元
・
鹿
児
島
で
働
き
た
い

と
鹿
大
へ
入
学
。今
は
臨
床
研
修
の
真
っ
最
中
だ
。「
一
流
の
医

者
に
な
る
た
め
に
は
、勉
強
以
外
に
必
要
な
も
の
が
必
ず
あ
る
。

今
回
の
サ
ー
カ
ス
で
そ
の
種
を
も
ら
え
た
気
が
し
ま
す
」

「
農
学
部
附
属
農
場
指
宿
植
物
試
験
場
」

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
ん
な
い

W
elcom

e to our C
am

pus

vol.  6

�
�
�
�
萩原信太郎さん
医学部医学科5年
［鹿児島県出身］

Shintaro Hagihara

サ
ー
カ
ス
は
一
つ
の
き
っ
か
け
。

こ
こ
か
ら
新
し
い
鹿
児
島
の
医
療
現
場
を

創
造
し
て
い
き
た
い
。

「明確に想像し、信じて、
  実践したものは創造される」
「感動の億万長者30のルール（平野秀典・著）』からの引用。
皆、さまざまな可能性を秘めている。それを花開かせてほしい。

＊
1

＊
2

＊1　クラウン
サーカスの人気者「道化師」のこと。

＊2　ホスピタル・クラウン
遊園地やイベント会場で活躍するクラウンが、ボラン
ティアとして病院で行う活動。長期療養中の子どもた
ちに芸を見せたり、遊び相手になったりする。

私の座右の銘

鹿大医学部の基礎を築いた英国人医師、
ウィリアム・ウィリスのレリーフとともに、鶴陵会館にて

ナナイロコトバナナイロコトバ

キャンパス・イノベーションセンター

農学部附属農場指宿植物試験場
〒891-0402 鹿児島県指宿市十町1291
TEL 0993-22-2848 FAX 0993-22-2970
※一般公開は月曜～金曜の8：30～17：15

3月29日に行われた「プレジャ
ーBのコメディー・クラウン・サ
ーカス」。企画からサーカス団
を招く資金の調達まで、すべて
学生たちで行った

オーストラリア・タスマニアの小学校での
萩原さん（写真中央）。約4カ月間、ボラン
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大温室では約150種類のヤシを保存。
全国のヤシの8割は指宿産といわれ、
その普及には試験場が大きく貢献した

パイプ中を温泉水が流れ、
施設内を温める 鹿児島県内で生産され

ている特産の完熟マンゴ
ーは鹿大が昭和40年代
から本格的に試験栽培を
始め、普及に貢献した

パッションフラワー（観賞用）
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学長と学部卒業予定者との
懇談会を開催

≫ ≫

　大学院医歯学総合研究科の馬場昌範教授の研究が、平成

20年度独立行政法人科学技術振興機構（JST）の「地域イノベー

ション創出総合支援事業『重点地域研究開発推進プログラム』」

に採択されました。この制度は大学等の研究成果の中で、数年

以内に企業化が見込まれる課題を募集し支援するもので、馬場

教授の研究課題「C型肝炎に対する治療薬の研究開発」の新

規性・優位性、企業化に向けた実施計画の妥当性が評価され、

JSTから3年で7800万円の委託研究費が支給されます。

　C型肝炎ウイルス（HCV）には有効なワクチンがなく、現在使

用されているインターフェロンが高価なことなどから、新しい治療

薬の開発が強く望まれています。馬場教授はBVDV*を用いて、

薬剤の抗ウイルス効果を効率よくスクリーニングする方法を確立。

共同研究機関の東京大学、共同研究企業のオンコリスバイオファー

マ（株）と連携し、安価で有効性の高い新規抗HCV薬の実用化

を目指します。将来、開発に成功すれば、本学発のC型肝炎治

療薬が世界に向けて、供給されることになります。

「再利用できる木質素材なのに
陶器のような茶碗」の開発に成功

≫

人文社会科学研究科が下関市立大学と学術交流協定を締結≫

　大学院人文社会科学研究科は、広域連携によって地域活性化に寄与する研究の

推進や人材を育成することを目的として、下関市立大学大学院経済学研究科との学

術交流協定を3月13日に締結しました。

　今後、相互の地域における農水産物のブランド化戦略をテーマに、それぞれの現状

や課題の比較研究および3年後をめどに食品ブランド理論の体系化を目指すほか、本

学人文社会科学研究科が展開している「島嶼学」研究プロジェクトに下関市立大学

の研究者が参加することとしています。また、下関市立大学で実施している海外でのフィー

ルド調査に本学の大学院生が参加するとともに、鹿児島県奄美市・徳之島町に鹿児

島大学が設置しているサテライト教室で下関市立大学の大学院生が学ぶなど学生同

士の交流や、インターネットや出版物による研究成果の公開や共同シンポジウムの開

催なども予定されています。

　3月13日、学長と各学部の卒業予定者16名との懇談会を開

催しました。

　この懇談会は、今年の3月に卒業を予定している学生と学長

をはじめとした役員との懇談の場を通して、卒業者から学生生活

についての感想や大学への要望等を聞き、それらを今後の大学

運営に活かすことを目的として開催したものです。

　学生からは、実習時間の充実や研究環境の改善といった要

望のほか、「大学祭を大学開放イベントとして位置付けてはどうか」

や「地域社会とのコミュニティスペースを増やすなどして、市民の

アクセスを円滑にする環境作りが必要ではないか」といった大学

の活性化に対する提言がありました。

　NHK大河ドラマ「篤姫」の主人公 天璋院篤姫のゆかりの地、

今和泉島津家別邸跡（現 指宿市立今和泉小学校）から採取し

た土から、農学部焼酎学講座実習棟「北辰蔵」において培養、

分離して得られた酵母を「篤姫酵母」と命名し、2月に商標出願し

ました。

　「篤姫酵母」を使用した本格いも焼酎の商品第1号は、鹿児

島大学ブランド焼酎として焼酎学講座大学院農学研究科1年の

大山修一氏が経営する会社から販売。篤姫の思いが天翔ける

風となってふるさとの宙（そら）に語りかける様をイメージして「篤

姫酵母仕込『天翔宙』（てんしょうちゅう）」と命名されました。

　鹿児島大学では、今後この酵母を希望の焼酎メーカーに無償

で提供し、商品に「篤姫酵母」または「姫酵母」を使用許諾し、大

学ブランド焼酎にすることとしています。大学ブランド焼酎は『きば

いやんせ』『春秋謳歌』と『天翔宙』の3種類となりました。

酵母を採取した農学部　峯准教授（右）と大山氏

シンポジウムで挨拶する吉田学長

篤
姫
酵
母
仕
込
「
天
翔
宙
」

天璋院篤姫ゆかりの酵母による
　　　　　　大学ブランド焼酎を開発

≫ ベトナムで国際シンポジウムを開催

≫ 馬場教授（医歯学総合研究科）がC型肝炎の治療薬開発に着手

　2月29日、ベトナム共和国

ハノイにおいてベトナム社会

科学院と「ベトナムの経済

発展と日本的経営」をテーマ

に合同シンポジウムを開催し

ました。

　昨年5月に本学と国際学

術交流協定を締結したベトナム社会科学院は、ベトナム政府

のシンクタンクとしての機能を有する国立の研究機関。稲盛

和夫京セラ（株）名誉会長（本学工学部出身）の基調講演の

後、社会科学院のドー・ホワイ・ナム院長と本学卒業生のファ

ム・フー・ロイ氏、本学稲盛経営技術アカデミー奥健一郎教授

らによるプレゼンテーションが行われました。

　会場には、本学やベトナム社会科学院の研究員のほか、

現地の学生、ベトナム政府や経済界、日系企業の幹部およ

び日本大使館職員など約450名が訪れ、熱心に聴講しました。

　またシンポジウムに先立ち、28日には吉田学長を始めとす

る本学関係者とベ

トナム社会科学院

との今後の交流や

事業計画について

の協議が行われま

した。

＊BVDV　HCVと同じフラビウイルス科に属し、遺伝子構造が類似している。
HCVと異なり、培養細胞でよく増殖し、かつヒトには感染しないため、抗フラビ
ウイルス薬のスクリーニングに用いられることがある。

　農学部の松尾友明教授と理工学研究科の門川淳一教授

の研究グループが、（株）森林資源利用促進研究所と連携して

新素材「ニュー・ウッド・マテリアル」を開発し、それを成型品にす

ることに成功しました。これは森林産業の副産物である木粉・竹

粉に、渋柿の渋み成分（カキタンニン）とタンパク質を接着剤と

して活用することで、強度・撥水性が高く、かつ使用後に燃料や

肥料として利用することができるようになるものです。

　成型品は木の風合いを残しながら、陶器のような肌触りを持

ち合わせ、環境にやさしい製品として、従来のプラスチック容器

やトレー代わりの使用が期待されます。来年3月末の市場投入

を目標に、量産化を目指した研究開発を継続、第1号商品として

はカップ麺容器や家電ボードなどが計画されています。「地域の

さまざまな未利用副産物の活用を促進するための『未利用生

物資源教育研究センター』設立の構想もしたい」と松尾教授は

語っています。

握手を交わす木部暢子研究科長と下関市立大学の
坂本紘二学長

新素材「ニュー・ウッド・マテリアル」の
成型品（写真上）とその原料（写真下）

報道関係者に新素材を説明する松尾教授
（左端）
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学長と学部卒業予定者との
懇談会を開催

≫ ≫

　大学院医歯学総合研究科の馬場昌範教授の研究が、平成

20年度独立行政法人科学技術振興機構（JST）の「地域イノベー

ション創出総合支援事業『重点地域研究開発推進プログラム』」

に採択されました。この制度は大学等の研究成果の中で、数年

以内に企業化が見込まれる課題を募集し支援するもので、馬場

教授の研究課題「C型肝炎に対する治療薬の研究開発」の新

規性・優位性、企業化に向けた実施計画の妥当性が評価され、

JSTから3年で7800万円の委託研究費が支給されます。

　C型肝炎ウイルス（HCV）には有効なワクチンがなく、現在使

用されているインターフェロンが高価なことなどから、新しい治療

薬の開発が強く望まれています。馬場教授はBVDV*を用いて、

薬剤の抗ウイルス効果を効率よくスクリーニングする方法を確立。

共同研究機関の東京大学、共同研究企業のオンコリスバイオファー

マ（株）と連携し、安価で有効性の高い新規抗HCV薬の実用化

を目指します。将来、開発に成功すれば、本学発のC型肝炎治

療薬が世界に向けて、供給されることになります。

「再利用できる木質素材なのに
陶器のような茶碗」の開発に成功

≫

人文社会科学研究科が下関市立大学と学術交流協定を締結≫

　大学院人文社会科学研究科は、広域連携によって地域活性化に寄与する研究の

推進や人材を育成することを目的として、下関市立大学大学院経済学研究科との学

術交流協定を3月13日に締結しました。

　今後、相互の地域における農水産物のブランド化戦略をテーマに、それぞれの現状

や課題の比較研究および3年後をめどに食品ブランド理論の体系化を目指すほか、本

学人文社会科学研究科が展開している「島嶼学」研究プロジェクトに下関市立大学

の研究者が参加することとしています。また、下関市立大学で実施している海外でのフィー

ルド調査に本学の大学院生が参加するとともに、鹿児島県奄美市・徳之島町に鹿児

島大学が設置しているサテライト教室で下関市立大学の大学院生が学ぶなど学生同

士の交流や、インターネットや出版物による研究成果の公開や共同シンポジウムの開

催なども予定されています。

　3月13日、学長と各学部の卒業予定者16名との懇談会を開

催しました。

　この懇談会は、今年の3月に卒業を予定している学生と学長

をはじめとした役員との懇談の場を通して、卒業者から学生生活

についての感想や大学への要望等を聞き、それらを今後の大学

運営に活かすことを目的として開催したものです。

　学生からは、実習時間の充実や研究環境の改善といった要

望のほか、「大学祭を大学開放イベントとして位置付けてはどうか」

や「地域社会とのコミュニティスペースを増やすなどして、市民の

アクセスを円滑にする環境作りが必要ではないか」といった大学

の活性化に対する提言がありました。

　NHK大河ドラマ「篤姫」の主人公 天璋院篤姫のゆかりの地、

今和泉島津家別邸跡（現 指宿市立今和泉小学校）から採取し

た土から、農学部焼酎学講座実習棟「北辰蔵」において培養、

分離して得られた酵母を「篤姫酵母」と命名し、2月に商標出願し

ました。

　「篤姫酵母」を使用した本格いも焼酎の商品第1号は、鹿児

島大学ブランド焼酎として焼酎学講座大学院農学研究科1年の

大山修一氏が経営する会社から販売。篤姫の思いが天翔ける

風となってふるさとの宙（そら）に語りかける様をイメージして「篤

姫酵母仕込『天翔宙』（てんしょうちゅう）」と命名されました。

　鹿児島大学では、今後この酵母を希望の焼酎メーカーに無償

で提供し、商品に「篤姫酵母」または「姫酵母」を使用許諾し、大

学ブランド焼酎にすることとしています。大学ブランド焼酎は『きば

いやんせ』『春秋謳歌』と『天翔宙』の3種類となりました。

酵母を採取した農学部　峯准教授（右）と大山氏

シンポジウムで挨拶する吉田学長

篤
姫
酵
母
仕
込
「
天
翔
宙
」

天璋院篤姫ゆかりの酵母による
　　　　　　大学ブランド焼酎を開発

≫ ベトナムで国際シンポジウムを開催

≫ 馬場教授（医歯学総合研究科）がC型肝炎の治療薬開発に着手

　2月29日、ベトナム共和国

ハノイにおいてベトナム社会

科学院と「ベトナムの経済

発展と日本的経営」をテーマ

に合同シンポジウムを開催し

ました。

　昨年5月に本学と国際学

術交流協定を締結したベトナム社会科学院は、ベトナム政府

のシンクタンクとしての機能を有する国立の研究機関。稲盛

和夫京セラ（株）名誉会長（本学工学部出身）の基調講演の

後、社会科学院のドー・ホワイ・ナム院長と本学卒業生のファ

ム・フー・ロイ氏、本学稲盛経営技術アカデミー奥健一郎教授

らによるプレゼンテーションが行われました。

　会場には、本学やベトナム社会科学院の研究員のほか、

現地の学生、ベトナム政府や経済界、日系企業の幹部およ
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成型品（写真上）とその原料（写真下）

報道関係者に新素材を説明する松尾教授
（左端）
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神田教授（教育学部）がベトナムに日本語学校を設立≫

入試成績優秀者にスタートダッシュ奨学金を授与≫

桜ヶ丘キャンパスに
「さくらっ子保育園」がオープン

≫

　5月22日、平成20年度に入学した学生のうち、入学試験

において優秀な成績を修めた学部生35名及び大学院生

10名に対し、スタートダッシュ学資金授与式が行われました。

　授与式では、奨学生に決定通知書が吉田学長から授与

され、奨学生を代表して教育学部の岩崎陵さんが「奨学生

として勉学やスポーツに一層励み、充実した学生生活とな

るよう努力します」と決意を述べました。　　　　

　本学資金は、勉学意欲の向上や優秀な人材の輩出を図

ることを目的に昨年度から授与しているもので、学部生につ

いては、大学入試センター試験の結果が学部又は学科（課程）

の上位である者、大学院生については、各研究科が実施す

る入学試験の結果が上位である者が対象となっています。

学術情報基盤センターと三島村が、無線LAN伝送距離の日本記録を樹立≫

市民ボランティアによる
「花壇づくり」がスタート

≫

　職員の乳幼児の保育を行う施設、鹿児島大学さくらっ

子保育園が6月1日、桜ヶ丘キャンパスに開園しました。鹿

児島大学で働く職員の子どもで0歳から小学校入学まで

の乳幼児を対象とした施設で、定員は30名。月曜日～土

曜日は7：00～19：00（21：00まで延長可）、水曜日は24

時間保育とすることで、仕事と子育ての両立のサポートに

つながるものと期待されています。

■ 留学生の就職支援と鹿大生のボランティア活動

　提言の一つめは、留学生と県内企業との就職マッチングです。

鹿大と工業倶楽部、県が協力して、県内企業への就職を希望す

る留学生を応援しようというものです。成功すれば、グローバルな

ビジネスを目指す企業の戦力となりますし、企業の活躍は県にとっ

てもプラスになるでしょう。

　二つめは、学生のボランティア活動の単位化です。県内の限

界集落などでのボランティア活動を通じて、農村・農業の活性化

を進めるのを狙いにしてほしいと思います。鹿大生が汗を流して

学んだことを地域の高校生に伝え、高校生は中学生に、中学生

は小学生に伝えるという有機的な連携にまで結びつけ、「平成の

郷中教育」ともいえる鹿児島独特の教育を実現できればと考え

ています。

■ 鹿児島大学憲章の意義

　平成19年11月に鹿児島大学憲章が公表され、学長が一層リー

ダーシップを発揮する体制ができたと思いますし、現に発揮してお

られます。憲章に沿った年度計画がつくられているとは思いますが、

今後はそれを具体的な数値目標やスケジュールにまで落とし込

んだアクションプランをつくり、学内だけでなく、学外の誰が見ても

分かるような形で公表してほしい。鹿大はもっと露出するべき。定

期的にプレス発表を設定してタイムリーな話題を提供し、社会の

視線を鹿大に集める努力も必要だと思います。

■ これからの鹿大に必要なもの

　これからの鹿大には、もっと学際的な「オンリーワンテーマ」をもっ

てほしい。特に海に囲まれた大学という地理的条件にふさわしい

テーマがいいですね。今後、こうしたテーマを柱に鹿大がチャレン

ジを続けていけば、鹿大はもっと有名になれるし、鹿児島県の第

二次産業の振興にもつながる。鹿児島独自の第二次産業が根

を下ろすことで、鹿大生がもっと地元に定着し、県全体が活性化

することを期待しています。

かわさき・のぶよし／昭和8年生。昭和34年東京大学経済学部卒業
後、八幡製鐵に入社。その後、森ビル勤務を経て、昭和56年日本有
機株式会社に入社。昭和57年から現職。社団法人鹿児島県工業
倶楽部会長、鹿児島大学戦略的研究企画推進委員会委員も務める。

鹿大の明日を耕すために

（社）鹿児島県工業倶楽部会長 川崎 暢義氏

鹿大
のへ

第3回

　農学部では、地域の方 と々大学との交流を目的に、学内の

一角に花壇づくりと管理をお願いするボランティアを募集し、

応募のあった市民約30名による花苗の植え付けを3月6日に

行いました。

　参加した市民ボランティアの方は、教職員や学生ボランティ

アとともに、農学部の約50平方メートルの敷地に、用意した

パンジー1281株とコニファー苗10本を植え付けました。

　活動期間は1年間。その間、花壇の草取りや水やりなどを

定期的に行いながら、農学部観賞園芸学研究室の坂田祐

介教授らにより土づくりから花の育て方などについて指導を

受けることになっています。

　鹿児島県三島村にブロードバンド通信環境を整備する研究を進めている同村と本学

学術情報基盤センターは、2月20日、三島村竹島と指宿市山川町の間の47.5ｋｍを無線

LANで結ぶ伝送実験に成功しました。

　センターでは総務省戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）の支援を受けて

三島村と連携、同村役場竹島出張所と指宿市立山川小学校に無線LANを設置して実

験を行った結果、3分間の伝送に成功しました。これは無線LANの伝送距離としては国

内最長で、免許不要の市販製品による伝送実験に成功したことで、低コストでのブロー

ドバンド化を実現できる可能性が示されました。

　今後センターでは、天候・潮汐・船舶往来などの通信への影響評価を行い、海上長距

離無線LAN伝送による竹島へのブロードバンドの導入に向けて検証する予定です。

　工業倶楽部と鹿大は包括連携協定を結び、地域貢献を目指し、日々活動してきました。鹿大とともに活動をしてきた立場から、

鹿大の明日を耕すための提言をしたいと思います。

　平成19年10月、神田嘉延教育学部教授が協力者とと

もに私財を投じ、ベトナム共和国の農村中核都市ナムディ

ンに「ナムディン日本語文化学院」を設立しました。同学

院は、日系企業への就職や日本への留学を目指すベトナ

ム人を対象とした日本語学校です。

　現在、日本人4名とベトナム人2名、合わせて6名のスタッ

フが、40名の学生を教えています。在学期間の2年間で日

本語検定2級取得が目標。日本語教育を中心に、日本の

社会や文化について学ぶ科目や、音楽・絵画などの情操

教育も取り入れたカリキュラムが特徴です。

　将来は技術者対象や看護師対象のコースを設ける予定。

神田教授は「ナムディン日

本語文化学院を基盤に、

ベトナムでの大学

建設へつなげ

ていきたい」と

話しています。

三島村竹島に設置した無線LANパラボラアンテナ

ベトナム人学生に教える神田教授と
ナムディン日本語文化学院の外観



19 18No.178 No.178

Kagoshima University
Information

鹿大なんでも情報版

鹿大なんでも情報版
Kagoshima University Information

神田教授（教育学部）がベトナムに日本語学校を設立≫

入試成績優秀者にスタートダッシュ奨学金を授与≫

桜ヶ丘キャンパスに
「さくらっ子保育園」がオープン

≫

　5月22日、平成20年度に入学した学生のうち、入学試験

において優秀な成績を修めた学部生35名及び大学院生

10名に対し、スタートダッシュ学資金授与式が行われました。

　授与式では、奨学生に決定通知書が吉田学長から授与

され、奨学生を代表して教育学部の岩崎陵さんが「奨学生

として勉学やスポーツに一層励み、充実した学生生活とな

るよう努力します」と決意を述べました。　　　　

　本学資金は、勉学意欲の向上や優秀な人材の輩出を図

ることを目的に昨年度から授与しているもので、学部生につ

いては、大学入試センター試験の結果が学部又は学科（課程）

の上位である者、大学院生については、各研究科が実施す

る入学試験の結果が上位である者が対象となっています。

学術情報基盤センターと三島村が、無線LAN伝送距離の日本記録を樹立≫

市民ボランティアによる
「花壇づくり」がスタート

≫

　職員の乳幼児の保育を行う施設、鹿児島大学さくらっ

子保育園が6月1日、桜ヶ丘キャンパスに開園しました。鹿

児島大学で働く職員の子どもで0歳から小学校入学まで

の乳幼児を対象とした施設で、定員は30名。月曜日～土

曜日は7：00～19：00（21：00まで延長可）、水曜日は24

時間保育とすることで、仕事と子育ての両立のサポートに

つながるものと期待されています。

■ 留学生の就職支援と鹿大生のボランティア活動

　提言の一つめは、留学生と県内企業との就職マッチングです。

鹿大と工業倶楽部、県が協力して、県内企業への就職を希望す

る留学生を応援しようというものです。成功すれば、グローバルな

ビジネスを目指す企業の戦力となりますし、企業の活躍は県にとっ

てもプラスになるでしょう。

　二つめは、学生のボランティア活動の単位化です。県内の限

界集落などでのボランティア活動を通じて、農村・農業の活性化

を進めるのを狙いにしてほしいと思います。鹿大生が汗を流して

学んだことを地域の高校生に伝え、高校生は中学生に、中学生

は小学生に伝えるという有機的な連携にまで結びつけ、「平成の

郷中教育」ともいえる鹿児島独特の教育を実現できればと考え

ています。

■ 鹿児島大学憲章の意義

　平成19年11月に鹿児島大学憲章が公表され、学長が一層リー

ダーシップを発揮する体制ができたと思いますし、現に発揮してお

られます。憲章に沿った年度計画がつくられているとは思いますが、

今後はそれを具体的な数値目標やスケジュールにまで落とし込

んだアクションプランをつくり、学内だけでなく、学外の誰が見ても

分かるような形で公表してほしい。鹿大はもっと露出するべき。定

期的にプレス発表を設定してタイムリーな話題を提供し、社会の

視線を鹿大に集める努力も必要だと思います。

■ これからの鹿大に必要なもの

　これからの鹿大には、もっと学際的な「オンリーワンテーマ」をもっ

てほしい。特に海に囲まれた大学という地理的条件にふさわしい

テーマがいいですね。今後、こうしたテーマを柱に鹿大がチャレン

ジを続けていけば、鹿大はもっと有名になれるし、鹿児島県の第

二次産業の振興にもつながる。鹿児島独自の第二次産業が根

を下ろすことで、鹿大生がもっと地元に定着し、県全体が活性化

することを期待しています。

かわさき・のぶよし／昭和8年生。昭和34年東京大学経済学部卒業
後、八幡製鐵に入社。その後、森ビル勤務を経て、昭和56年日本有
機株式会社に入社。昭和57年から現職。社団法人鹿児島県工業
倶楽部会長、鹿児島大学戦略的研究企画推進委員会委員も務める。

鹿大の明日を耕すために

（社）鹿児島県工業倶楽部会長 川崎 暢義氏

鹿大
のへ

第3回

　農学部では、地域の方 と々大学との交流を目的に、学内の

一角に花壇づくりと管理をお願いするボランティアを募集し、

応募のあった市民約30名による花苗の植え付けを3月6日に

行いました。

　参加した市民ボランティアの方は、教職員や学生ボランティ

アとともに、農学部の約50平方メートルの敷地に、用意した

パンジー1281株とコニファー苗10本を植え付けました。

　活動期間は1年間。その間、花壇の草取りや水やりなどを

定期的に行いながら、農学部観賞園芸学研究室の坂田祐

介教授らにより土づくりから花の育て方などについて指導を

受けることになっています。

　鹿児島県三島村にブロードバンド通信環境を整備する研究を進めている同村と本学

学術情報基盤センターは、2月20日、三島村竹島と指宿市山川町の間の47.5ｋｍを無線

LANで結ぶ伝送実験に成功しました。

　センターでは総務省戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）の支援を受けて

三島村と連携、同村役場竹島出張所と指宿市立山川小学校に無線LANを設置して実

験を行った結果、3分間の伝送に成功しました。これは無線LANの伝送距離としては国

内最長で、免許不要の市販製品による伝送実験に成功したことで、低コストでのブロー

ドバンド化を実現できる可能性が示されました。

　今後センターでは、天候・潮汐・船舶往来などの通信への影響評価を行い、海上長距

離無線LAN伝送による竹島へのブロードバンドの導入に向けて検証する予定です。

　工業倶楽部と鹿大は包括連携協定を結び、地域貢献を目指し、日々活動してきました。鹿大とともに活動をしてきた立場から、

鹿大の明日を耕すための提言をしたいと思います。

　平成19年10月、神田嘉延教育学部教授が協力者とと

もに私財を投じ、ベトナム共和国の農村中核都市ナムディ

ンに「ナムディン日本語文化学院」を設立しました。同学

院は、日系企業への就職や日本への留学を目指すベトナ

ム人を対象とした日本語学校です。

　現在、日本人4名とベトナム人2名、合わせて6名のスタッ

フが、40名の学生を教えています。在学期間の2年間で日

本語検定2級取得が目標。日本語教育を中心に、日本の

社会や文化について学ぶ科目や、音楽・絵画などの情操

教育も取り入れたカリキュラムが特徴です。

　将来は技術者対象や看護師対象のコースを設ける予定。

神田教授は「ナムディン日

本語文化学院を基盤に、

ベトナムでの大学

建設へつなげ

ていきたい」と

話しています。

三島村竹島に設置した無線LANパラボラアンテナ

ベトナム人学生に教える神田教授と
ナムディン日本語文化学院の外観



鹿児島大学と地域づくり
第 4 次 垂 水 市 総 合 計 画 策 定 に お け る 連 携 活 動 の 例

特　集

アラムナイ追跡隊

輝 く 鹿 大 生

鹿大見てある紀

鹿 大 へ の 提 言

　
本
学
は
、8
学
部
、10
研
究
科
、学
生
数

約
1
万
2
千
人
の
総
合
大
学
。地
域
社
会

と
の
連
携
を
深
め
、国
際
的
な
学
術
交
流

を
進
め
る
、ま
さ
に
研
究
と
教
育
の
南
の「
知
」

の
拠
点
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
大
学
で
す
。

　
本
号
で
は
地
域
社
会
と
の
連
携
に
注
目

し
、本
学
の
文
化
、学
術
、技
術
な
ど
「
知
」

の
豊
富
な
人
材
が
、垂
水
市
の
地
域
づ
く

り
に
連
携
し
て
い
る
活
動
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。ま
た
、最
近
話
題
の
篤
姫
の
研
究
を

以
前
か
ら
続
け
て
き
た
卒
業
生
や
、篤
姫

ゆ
か
り
の
酵
母
に
よ
る
大
学
ブ
ラ
ン
ド
焼

酎
の
開
発
、地
域
の
防
災
活
動
に
も
取
り

組
む
研
究
者
を
取
り
上
げ
、地
域
と
の
連

携
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
と
と
も
に
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る（
大
学
憲
章
）」
た
め
に
、開
か
れ
た
大

学
と
し
て
広
報
機
能
を
充
実
し
、様
々
な

角
度
か
ら
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

広
報
誌
等
編
集
専
門
部
会
部
会
長

守
田
　
和
夫

鹿大「知」の探検　
野外調査と歴史記録から自然史を解明する
理学部　井村 　介 准教授

鹿大の新たな試み　

鹿児島大学の新しい英語教育
 尚古集成館学芸員　寺尾 美保さん

 萩原 信太郎さん （医学部医学科５年）

 農学部附属農場指宿植物試験場

 （社）鹿児島県工業倶楽部会長　川崎 暢義氏

なんでも情報版｢みみずく｣　

天璋院篤姫ゆかりの酵母による大学ブランド焼酎を開発
ベトナムで国際シンポジウムを開催　ほか

ご感想・ご意見は鹿児島大学広報誌等編集専門部会（総務部総務課広報室 広報・情報公開係）  電話099-285-7035／E-mail  sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jpまで。

〈表紙イラスト〉

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

保護者向け広報紙『鹿大だより』を創刊しました

編
集
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記
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　学部生の保護者に向けて鹿児島大学の現状を伝える広報紙、『鹿大だより』を創刊、3月に保護者に送付するとともに、入学式

で配布いたしました。『鹿大だより』は今後も定期的に発行、本学の取組みを保護者の皆さまにお伝えしていきます。

鹿児島湾の成り立ち鹿児島湾の成り立ち

鹿児島大学総合研究博物館長　大木 公彦 教授

第

　

回
1

鹿児島地溝内に存在する４つのカルデラ
（宇宙開発事業団の原図に加筆）

●鹿大と垂水市の地域づくり
鹿大と垂水市が連携して行っている、
垂水市のまちづくり・ひとづくり。平成17
年から始まったこの取り組みは、市民と
市職員による総合計画策定へとつなが
った。鹿大の知見や人材を生かした垂
水市の地域づくりは、鹿大の地域貢献
のあり方を示すモデルとなり得るだろう。
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